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付録 １ 
 

測 量 機 器 検 定 基 準 
 
 
１．適用測量分野 
  基準点測量（地形測量及び写真測量等において実施する、図根測量に準ずる測量を含む。） 
 
２．測量機器検定基準 
 
 ２－１ セオドライト 

検 定 項 目 検    定    基    準 

外    観 

＜性能及び測定精度に影響を及ぼす下記の事項＞ 
1)さび、腐食、割れ、きず、凹凸がないこと。 
2)防食を必要とする部分にはメッキ、塗装その他の防食処理がなされている
こと。 
3)メッキ、塗装が強固で容易にはがれないこと。 
4)光学部品はバルサム切れ、曇り、かび、泡、脈理、きず、砂目、やけ、ご
み及び増透膜のきず、むらがないこと。 

構   造 

1)鉛直軸、水平軸、合焦機構等可動部分は、回転及び作動が円滑であること。 
2)固定装置は確実であること。 
3)微動装置は作動が良好であること。 
4)光学系は実用上支障をきたすような歪み、色収差がないこと。 
5)気泡管は気泡の移動が円滑で、緩みがないこと。 
6)整準機構は正確で取扱いが容易であること。 
7)本体と三脚は堅固に固定できる機構であること。 
8)十字線は、鮮明かつ正確であること。 

性    能 

＜コリメータ観測による＞ 
１）水平角の精度基準（３方向を３対回２セット(０°,60°,120°及び30°,9
0°,150°)             観測による。） 

 
 
 
 

機 器 区 分 倍 角 差 観 測 差 セット間較差  
 
 
 

１級ｾｵﾄﾞﾗｲﾄ 10″ ５″ ３″ 

２級ｾｵﾄﾞﾗｲﾄ 30″ 20″ 12″ 

３級ｾｵﾄﾞﾗｲﾄ 60″ 40″ 20″ 

２）鉛直角の精度基準（３方向(＋30°,０°,－30°)を１対回観測による。） 

 
 
 
 

機 器 区 分 高度定数の較差 自動補償範囲限度の較差  
 
 
 

１級ｾｵﾄﾞﾗｲﾄ ７″ 視準方向に対して補償範囲 
限度迄傾けて、左記較差内 
 

２級ｾｵﾄﾞﾗｲﾄ 30″ 

３級ｾｵﾄﾞﾗｲﾄ 60″ 

３）合焦による視準線の偏位（無限遠,10m, ５mの３目標を１組とし、正・反 

各々５組の水平角観測による。） 

 
 
 
 

機 器 区 分 許 容 範 囲          
 
 
 

１級ｾｵﾄﾞﾗｲﾄ ６″ 

２級ｾｵﾄﾞﾗｲﾄ 10″ 

３級ｾｵﾄﾞﾗｲﾄ 20″ 
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  ２－２ 測距儀 

検 定 項 目 検    定    基    準 

外観及び構造 前項（セオドライト）の規定を準用するものとする。 

性   能 

 

 
 
 
 

判   定   項   目 許 容 範 囲 備  考  
 
 
 

基線長との比較 １ 級 15㎜ ５測定（１セット）

を２セット観測 ２ 級 15㎜ 

  位相差（最大値と最小値の較差） 10㎜  

基線長との比較に用いる基準は、国土地理院の比較基線場、国土地理
院に登録した比較基線場又は国土地理院が国家計量標準との関連が明確
であると認めた基線長とする。 

 
 
  ２－３ トータルステーション（以下「ＴＳ」という。） 

検 定 項 目 検    定    基    準 

外観及び構造   前項（セオドライト）の規定を準用するものとする。 

性   能  

 
 
 
 
 
 

判 定 項 目 
許  容  範  囲    

 
 
 
 
 

１級 ＴＳ ２級 ＴＳ ３級 ＴＳ 

測 角 部 
１級セオドライト

の性能に準ずる。 

２級セオドライト

の性能に準ずる。 

３級セオドライト

の性能に準ずる。 

測 距 部 
２級測距儀の 

性能に準ずる。 

２級測距儀の 

性能に準ずる。 

２級測距儀の 

性能に準ずる。 

 
 
 
 ２－４ レベル 

検 定 項 目 検    定    基    準 

外観及び構造 前項（セオドライト）の規定を準用するものとする。 

 
   
 
 

性   能 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
   

判 定 項 目 
許  容  範  囲  

 
 
 
 
 
 

１級レベル ２級レベル ３級レベル 

ｺﾝﾍﾟﾝｾｰﾀの機能する範囲 ６′以上 

視準線の水平精度(標準偏差) 0.4″ 1.0″  ――  

マイクロメータの精度 ±0.02mm ±0.10mm  ――  

 観測による較差 0.06mm 0.10mm 0.50mm 

  レベルの種類により、該当する項目とする。 

 
 
 ２－５ 水準標尺 

検 定 項 目 検    定    基    準 

外観及び構造 

1)湾曲がなく、塗装が完全であること。 
2)目盛線は、鮮明で正確であること。 
3)折りたたみ標尺又はつなぎ標尺は、折りたたみ面又はつなぎ面が正確で安
定していること。 

性   能 

 

 
 
 

判 定 項 目 

許  容  範  囲  
 
 

１  級  標  尺 ２ 級 標 尺 

１級水準測量 ２級水準測量 ３・４級水準測量 
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標尺改正数（20°C） 50μｍ／ｍ以下 100μｍ／ｍ以下 200μｍ／ｍ以下  
 目 盛 幅 精 度 公称値の±20μｍ  ――  

 

 ２－６ ＧＮＳＳ測量機 
 

検 定 項 目 検    定    基    準 

外観及び構造 
（受信機、アンテナ）

外観：２－１セオドライトの外観、１）から３）の規定を準用する。 

構造： 

1)固定装置は確実であること。 

2)整準機構は正確であること。 

3)防水構造であること。 

性   能 

 

 
 
 

判 定 項 目 
級 別 性 能 基 準  

 
 

１級 ２級 

受信帯域数 

ＧＮＳＳ受信機 ２周波 １周波 

 ＧＮＳＳアンテナ ２周波 １周波  

     

 
  
  
  
   

判 定 項 目 

観 測 方 法 別 性 能 基 準  
 
 
 
 

スタティック法・短縮スタティック法・キネマテ

ィック法・ＲＴＫ法・ネットワーク型ＲＴＫ法 

水平成分ΔN・ΔEの差             15mm以内 

高さ成分ΔUの差               50mm以内 

測定結果等との比較に用いる基準は、国土地理院の比較基線場、国土
地理院に登録した比較基線場又は国土地理院が国家計量標準との関連が
明確であると認めた基線長とする。 

比較基線場での観測時間等は次表を標準とする。 

① 衛星の最低高度角は15度とする。 

② ＧＰＳ衛星と準天頂衛星は、同等として扱うことできるものとする（以下

観 測 方 法 距  離 観測時間 

使用衛星数 

データ取

得間隔 ＧＰＳ・ 

準天頂衛星 

ＧＰＳ・準天 

頂衛星及び 

ＧＬＯＮＡＳＳ

衛星 

２周波スタティック法 10km ２時間 ５衛星以上 ６衛星以上 30 秒 

１周波スタティック法 １km １時間 ４衛星以上 ５衛星以上 30 秒 

２周波 

短縮スタティック法
200m 20 分 ５衛星以上 ６衛星以上 15 秒 

1 周波 

短縮スタティック法
200m 20 分 ５衛星以上 ６衛星以上 15 秒 

キネマティック法 200m 以内 10 秒以上 ５衛星以上 ６衛星以上 ５秒以下 

ＲＴＫ法 200m 以内 10 秒以上 ５衛星以上 ６衛星以上 １秒 

ネットワーク型ＲＴＫ法 200m 以内 10 秒以上 ５衛星以上 ６衛星以上 １秒 
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「ＧＰＳ・準天頂衛星」という。）。ＧＰＳ・準天頂衛星及びＧＬＯＮＡ

ＳＳ衛星を利用できるＧＮＳＳ測量機の場合は、ＧＰＳ・準天頂衛星及び

ＧＬＯＮＡＳＳ衛星の観測及び解析処理を行うものとする。 

③ ＧＰＳ・準天頂衛星及びＧＬＯＮＡＳＳ衛星を用いた観測では、それぞれ

の衛星を２衛星以上用いるものとする。 

④ キネマティック法、ＲＴＫ法、ネットワーク型ＲＴＫ法の観測時間は、Ｆ

ＩＸ解を得てから10エポック以上のデータが取得できる時間とする。 

⑤ ２周波スタティック法による測定結果と基準値との比較をすることによ

り、１周波スタティック法、１，２周波短縮スタティック法による測定を

省略することができる。 

⑥ １周波スタティック法による測定結果と基準値との比較をすることによ

り、１周波短縮スタティック法による測定を省略することができる。 

 
 
 ２－７ 鋼製巻尺（広幅巻尺） 

検 定 項 目 検    定    基    準 

外観及び構造 
1)目盛が鮮明であること。 
2)測定精度に影響を及ぼす、折れ、曲がり、さび等がないこと。 

性   能 

 

 
 
 
 

   判  定  項  目         許  容  範  囲  
 
 
 

セット内較差(10測定)          １mm以内 

セット間較差(２セット)           0.5mm以内 

尺 の 定 数 15mm／50m以内(20°C、張力98.1N(10kgf)) 

基線長との比較に用いる基準は、国土地理院の比較基線場、国土地理
院に登録した比較基線場又は国土地理院が国家計量標準との関連が明確
であると認めた基線長とする。 
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付録 ２ 
 

公共測量における測量機器の現場試験の基準 
  

公共測量における測量機器の検定については、計画機関が作業機関の測量機器の検査体制を確認

し、妥当と認めた場合には、作業機関は国内規格として定められた方式に基づいて検査（以下「現

場試験」という。）を実施し、その結果を第三者機関による測量機器の検定に代えることができるも

のとしている。 

本書は、現場試験を適切に実施するため、国内規格として定められた方式による現場試験につい

ての基準等を示すものである。 

 

国内規格として定められた方式とは、以下の４方式とし、それぞれの標準測定手順で行うことと

する。 

・JIS B 7912-1:2014 測量機器の現場試験手順－第１部：理論 

・JIS B 7912-2:2006 測量機器の現場試験手順―第２部：レベル 

・JIS B 7912-3:2006 測量機器の現場試験手順―第３部：セオドライト 

・JIS B 7912-4:2016 測量機器の現場試験手順―第４部：光波測距儀 

・JIS B 7912-8:2018 測量機器の現場試験手順―第８部：ＧＮＳＳ（ＲＴＫ） 

 

国内規格として定められた方式で、測量機器の検定に代える場合は、下記の事項により実施し、

実施した事項について全て記録し、計画機関に提出するものとする。 

 

１．国内規格として定められた方式での測量機器の現場試験は測量士が行うものとし、現場試験

手順での測定単位及び再測（較差の範囲）等の基準は、第３章図根測量の規定に準ずるものと

する。 

２．現場試験を行う測量機器は、定められた間隔又は使用前に、国際又は国家計量にトレース可

能な計量標準に照らして校正又は検査をすること。また、国家標準がない場合は、校正又は検

査に用いた基準を明確にした上で、同様に校正又は検査をすること。測量機器周辺機器（温度

計等）についても同様に校正又は検査をすること。 

３．現場試験を行う前には、付録１により、外観・構造について点検を行い良好であることを確

認する。また、光波測距儀においては、標準測定手順に定められている、スケール誤差を除去

するために、事前に周波数カウンタで光波測距儀の変調周波数を点検しておかなければならな

い。 

４．現場試験で得られた測量機器の良否の判定は、レベル、セオドライト及びＧＮＳＳ測量機（Ｒ

ＴＫ）は以下Ａ、Ｂについて、光波測距儀は以下Ａ、Ｂ、Ｃについて確認し、標準偏差 s が全

てを満たした測量機器は公共測量に使用できるものとする。 

 

Ａ：現場試験で得られた s（標準偏差）は、あらかじめ決められた値σより小さいか。 

Ｂ：現場試験で得られた 2
１s 及び 2

2s  （二つの異なったサンプルから得られた標準偏差）は、自由

度が同じと仮定した場合、同じ母集団に属するか。 

Ｃ：光波測距儀のδ-δ0（ゼロ点補正量）は、ゼロに等しいか。 

 

＊二つの異なったサンプルとは、 

①機器は同一だが、異なる観測者による二つの測定サンプル 

②機器は同一だが、異なる時間帯による二つの測定サンプルを言う 

現場試験においては、必ず１台の機器について、①及び②について、どちらかの方式で測定

をしなければならない。 
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５．現場試験で得られた s（標準偏差）等の良否の判定を行うための計算に使用する数値・式は、

以下のとおりとする。 

 

①あらかじめ決められた値σについて 

現場試験で得られた標準偏差 s と比較するあらかじめ決められた値σは、次表のとおりとす

る。ただし、ＧＮＳＳ（ＲＴＫ）の値は、公称測定精度とする。 

（測量機器の区分は、別表１による。） 

機 器        区 分 1 級 2 級 3 級 

レベル 0.4 1.0 3.0 

セオドライト（水平角・鉛直角） 2.0 5.0 10.0 

光波測距儀 3.0  

ＧＮＳＳ（ＲＴＫ） 
水平位置 公称測定精度の例 10.0 

－ 
高さ 公称測定精度の例 20.0 

例：１級レベルであれば σ＝0.4  １級セオドライトであれば σ＝2.0 

 

②s（標準偏差）の判定式（JIS 測量機器の現場試験手順に記載されている計算式より） 

 5-1 レベル 

19.1: sA  

91.152.0:
2
2

2
1 

s

s
B  

   5-2 セオドライト 

20.1: sA  

02.249.0:
2
2

2
1 

s

s
B  

  5-3 光波測距儀 

30.1: sA  

98.234.0:
2
2

2
1 

s

s
B  

96.0:  sC  （は製造業者が示したゼロ点補正量） 

   5-4 ＧＮＳＳ測量機（ＲＴＫ） 

:A 19.1s①　 ・・・水平位置 

22.1s　②　 ・・・高さ 

70.159.0:
2
2

2
1 

s

s
B ①　　 ・・・水平位置 

2.1347.0
2
2

2
1 

s

s
②　　 ・・・高さ 



 3 

６．検定と同等な検査を行ったとする場合に計画機関に提出すべき書類 

第三者機関による測量機器の検定に代え、作業機関が測量機器の現場試験を国内規格として定

められた方式を実施することで、検定と同等な検査を行ったこととする場合に計画機関に提出す

べき書類は以下のａ～ｅまでの要求事項に基づき提出する。 

 

・第三者機関による測量機器の検定と同等な検査を行ったとする、正当性を保証す

るために行う事項 

ａ）定められた間隔又は使用前に、国際又は国家計量標準にトレース可能な計量標

準に照らして校正又は検査を行う。標準が存在しない場合には、校正又は検査に

用いた基準を記録する。 

ｂ）機器の調整をする。又は必要に応じて再調整する。 

ｃ）校正の状態が明確にできる識別をする。 

ｄ）測定した結果が無効になるような操作ができないようにする。 

ｅ）取扱い、保守、保管において、損傷及び劣化しないように保護する。 

さらに、測定機器が要求事項に適合していないことが判明した場合には、組織

は、その測定器でそれまでに測定した結果の妥当性を評価し、記録すること。組

織は、その機器及び影響を受けた製品に対して、適切な処置をとること。校正及

び検証の結果の記録を維持すること。 

規定要求事項にかかわる監視及び測定にコンピュータソフトウェアを使う場合

には、そのコンピュータソフトウェアによって意図した監視及び測定ができるこ

とを確認すること。この確認は、最初に使用するのに先立って実施すること。ま

た、必要に応じて再確認すること。 

 

具体的には以下の書類を機器毎に提出する。（温度計等についても同様とする。） 

 

6-1．国際標準又は国家標準との間にトレース可能な装置により、定期の間隔又は作業開始毎の

校正結果及び国家標準がない場合の校正に用いた基準と校正検査結果 

・測量機器検定装置管理規定 

・測量機器検定装置管理手順書 

・測量機器検定装置校正検査記録 

・測量機器規定 

・測量機器手順書 

・トレーサビリティー体系図 

 

6-2．付録１による外観・構造についての点検結果 

  

6-3．国内規格として定められた方式による測量機器の現場試験結果 

・現場試験観測手簿 

・現場試験結果 
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７．現場試験観測方法 

 

7-1 レベル（詳細については、JIS B 7912-2:2006 による。） 

 

観測は、前視、後視を１組として、レベルの高さを１組ごとに変え、後視、前視の順に 10 組

測定し、次に前視、後視の順に 10 組の測定を行い１回の観測とする。Ａ、Ｂの標尺を入れ替え

１回目と同様に観測を行う。２回の観測を１セット（S1）とし、観測者又は観測時間を変え、

同様に第２セット（S2）の観測を行う。 

高低差の標準偏差ｓを求め、5-1 の式Ａ，Ｂにおいて判定を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
     Ａ                                Ｂ 

レベル観測図 

 

 

7-2 セオドライト(水平角) （詳細については、JIS B 7912-3:2006 による。） 

 

観測は、観測点 1 点と目標点５点とし、観

測点、目標点の比高差が少なく、各目標点ま

での距離はおおよそ 150ｍ～200ｍ、各目標点

の角度が均一となるような場所で行う。 

５方向３対回（0°60°120°）の観測を 

１回（S1１）とし、同様に４回（S11～S14）の

観測を行い１セットとする。 

観測者又は観測時間を変え、同様に第２セ

ット（S21～S24）の観測を行う。 

それぞれのセットについて、１回の観測毎

に標準偏差（s11～s14）を求め、４回の平均値

を第１セット標準偏差（s1）とする。同様に

第２セットにおいても、１回の観測毎に標準

偏差（s21～s24）を求め、４回の平均値を第２

セット標準偏差（s2）とし、5-2 の式Ａ，Ｂに

おいて判定を行う。 

 

セオドライト（水平角）観測図（１対回） 

 

7-3 セオドライト（鉛直角）（詳細については、JIS B 7912-3:2006 による。） 

 

４方向３対回の観測を１回（S1１）とし、同様に４回（S11～S14）の観測を行い１セット（S1）

とする。観測者又は観測時間を変え、同様に第２セット（S21～S24）の観測を行い２セット（S2）

30±3m 30±3m 

１ 

２ 

 

５ 

４                 ３ 

 

右(r) 

左(l) 
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とする。 

それぞれのセットについて、

１回の観測毎に標準偏差（s11～

s14）を求め、４回の平均値を第１

セット標準偏差（s1）とする。 

同様に第２セットにおいても、

１回の観測毎に標準偏差（s21～

s24）を求め、４回の平均値を第２

セット標準偏差（s2）とし、5-2 の

式Ａ，Ｂにより判定を行う。 

 

鉛直角測定の測点の配置図 

 

7-4 光波測距儀（詳細については、JIS B 7912-4:2016 による。） 

標準測定手順における測定基線の条件設定を以下のとおりとして 7 点の位置を決定する。 

 

  A. 21 の異なる距離による基線の設定 

基線のもっともよい配置は、測定基線 21 個の組合せによる距離が全て異なるように全長 d 

を六つの距離 d1～d6 に分割する配置である。 

d1=d/63、 d2=2d1、 d3=4d1、 d4=8d1、 d5=16d1、 d6=32d1 

B. サイクリックエラーを考慮した基線設定 

基線長全長 d、波長λとして、 

15

5.6L
b


  

β=μ×λ/2 

γ=λ/72 

以上の式を用いて６点間の距離を求める。 

d1＝λ+ β+ 3γ 

d2＝λ+3β+ 7γ 

d3＝λ+5β+11γ 

d4＝λ+4β+ 9γ 

d5＝λ+2β+ 5γ 

d6＝λ+ γ 

d＝6λ+15β+36γ 

    

基線長決定後、21 区間全ての測定を下図のとおりに行い第 1 セット（Ｓ1）とする。観測者又

は観測時間を変え第２セット（Ｓ2）の観測を行う。各セットで得られた標準偏差（ｓ1、ｓ2）は

5-3 の式Ａ、Ｂにより判定し、ゼロ点補正量δ-δ0は、5-3 の式Ｃにより確認を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＋1 

＋2 

＋3 

＋4 
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1      2               3                       4                  5           6  7 

測距儀(７点法)観測図 

 

7-5 ＧＮＳＳ測量機（ＲＴＫ法）（詳細については、JIS B 7912-8:2018 による。） 

ＲＴＫ法は、固定局と移動局で同時に観測を行い、無線装置等を利用して固定局と移動局の観測

データを組み合わせて即時に基線解析を行う。 

観測点は、固定局１点（既知点の使用も可）及び移動局２点を設置する。移動局間の距離は、２

ｍ以上 20ｍ以内とし、移動局間の水平距離及び高低差は、ＲＴＫ法以外の測定方法で３ｍｍ以上の

精度で決定して、それを基準値とする。 

ＲＴＫ法による観測は、固定局を基準として移動局１及び移動局２における５セットの観測を１

組として、３組の観測を行う。各セット内の観測は、移動局１及び移動局２においてそれぞれ観測

するものとする。連続する１セットから５セットにおいて各セットの観測時間の間隔は約５分とし、

各組の観測時間の間隔は少なくても 90 分の間隔をおかなければならない。 

測定した３組の全ての水平距離と高低差を基準値と比較し、偏差が式(1)及び式(2)を満足するこ

とを確認する。 

水平距離の偏差൑ 2.5 ൈ √2 ൈ 𝜎 ・・・(1) 

高さの偏差൑ 2.5 ൈ √2 ൈ 𝜎 ・・・・・(2) 

また、３組の全ての測定値を用いて、移動局１から移動局２の水平成分（x、y）及び高さ（h）

の標準偏差 s を求め、5-4 の式Ａ，Ｂにより判定を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d1           d2                       d3                     d4                  d5      d6 

 

 

移動局２ 

固定局 

移動局１ 

観測局の配置図 
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付録 ３ 

測 量 成 果 検 定 基 準 
    

測量分野 作業種別 測量成果及び資料 検  定  基  準 

図 
 

 

根 
 

 

測 
 

 

量 

図根測量 

観測手簿 規定内のもの 

観測記簿 転記数値、計算等の誤りの有無 

計算簿 
計算等の誤りの有無及び計算プログラム

の適否 

点の記 記載様式、内容の誤りの有無 

成果表 記載様式、数値等の誤りの有無 

成果数値データ 入力データの誤りの有無 

図根点網図 規定に基づく記載等の適否 

精度管理表/品質評価表 規定に基づく許容範囲等の適否 

点検測量簿 規定内のもの 

平均図 規定内のもの 

メタデータ 記載様式、内容の誤りの有無 

電子納品成果品（ＣＤ－Ｒ等） 
電子納品要領に基づく格納の内容の誤り

の有無 

その他の資料 規定に基づく記載等の適否 
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測量分野 作業種別 測量成果及び資料 検  定  基  準 

基

本

原

図

デ

ー

タ

作

成

等

空中写真撮影 

数値写真 規定内又は後続作業への支障の有無 

標定図 規定に基づく記載等の適否 

同時調整成果表 

（外部標定要素成果表） 
規定に基づく制限等の適否 

撮 影 記 録 規定に基づく記載等の適否 

精度管理表/品質評価表 品質要求に基づく評価結果の適否 

メタデータ 記載様式、内容の誤りの有無 

その他の資料 規定に基づく記載等の適否 

基本原図データ 

作成 

基本原図データファイル 規定内のもの 

基本原図データファイル 

 出力図 
    〃 

精度管理表/品質評価表 品質要求に基づく評価結果の適否 

メタデータ 記載様式、内容の誤りの有無 

その他の資料 規定に基づく記載等の適否 

写真地図の作成 

写真地図データファイル出力図 規定内のもの 

数値地形モデルファイル出力図     〃 

精度管理表/品質評価表 品質要求に基づく評価結果の適否 

メタデータ 記載様式、内容の誤りの有無 

その他の資料 規定に基づく記載等の適否 

地 図 編 集 

基図データ及び編集原データ等

出力図 
規定内のもの 

精度管理表/品質評価表 品質要求に基づく評価結果の適否 

メタデータ 記載様式、内容の誤りの有無 

その他の資料 規定に基づく記載等の適否 

基盤地図情報作成 

基盤地図情報又は数値地形図

データ 
規定内のもの 

基本原図データ出力図     〃 

精度管理表/品質評価表 品質要求に基づく評価結果の適否 

メタデータ 記載様式、内容の誤りの有無 

その他の資料 規定に基づく記載等の適否 
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測量分野 作業種別 測量成果及び資料 検 定 基 準 

三
次
元
点
群
デ
ー
タ

作
成

三次元点群データ 

作成 

三次元点群データファイル 想定内のもの 

三次元点群データファイル 

出力図 
〃 

フィルタリング点検図 〃 

精度管理表/品質評価表 品質要求に基づく評価結果の適否 

メタデータ 記載様式、内容の誤りの有無 

その他の資料 規定に基づく記載等の適否 

注：１．”規定内のもの”とは、修正可能な軽微な誤り等を含む。 

２．製品仕様書等に特別の定めがある場合又は上表と異なる作業手法による場合は、上表を適宜変更して適

用する。 

３．基本原図データ作成等における標定点測量は基準点測量、簡易水準測量は水準測量を準用し、その他本表

にない修正測量、現地測量等は、当該の作業種別を準用する。 

４．応用測量においては、該当する作業種別を準用する。 

５．基本原図データ作成等において、当該の規定以外の方法で行う場合は、全てＪＰＧＩＳに準拠する。 

６．基本原図データ作成等における電子納品（電磁的記録）については、製品仕様書等で指示のある場合に実

施する。 



付録 ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標 準 様 式 
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様式第１号 

図 根 測 量 精 度 管 理 表  その１ 
 

作 業 名  地 区 名  計画機関名  作業機関名 

 

作業班長            

目  的  期    間  作  業  量  主任技術者          
 

 

路線番号 測点番号 路線長 内角数 辺  数 

点  検  計  算 

偏  心 再測数 

厳 密 網 平 均 計 算 

摘   要 
水平位置 標      高 単位重 

量の標 

準偏差 

許 容 

範 囲 

高低角 

の標準 

偏 差 

許 容 

範 囲 
閉合差 許容範囲 閉合差 許容範囲 

                

 再測率     

 

点      検      測      量 

 

主要機器名称及び番号 

 

測点番号 

距          離 水      平      角 鉛      直      角 

永久標識の種別等 

点検値 採用値 較  差 点検値 採用値 較  差 点検値 採用値 較 差 種別 数量 埋設様式 

   

          特  記  事  項 

 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

 



 

 

2 

様式第１－１号 

図 根 測 量 精 度 管 理 表  その１－２ 
  
  
  
  
  

 
 
 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

作 業 名  地 区 名  計画機関名  作業機関名  作業班長           

目    的  期    間  作  業  量  主任技術者                

路線番号 測点番号 路線長 内角数 辺  数 

点  検  計  算 

偏  心 再測数 

厳密網平均計算 

摘   要 水平位置 標      高 新点位置の標準偏差（ｍ） 

点番号 水平 許容範囲 標高 許容範囲 閉合差 許容範囲 閉合差 許容範囲 

               

 

 

点      検      測      量 

 

主要機器名称及び番号 

測点番号 

距          離 水      平      角 鉛      直      角  

点検値 採用値 較  差 点検値 採用値 較  差 点検値 採用値 較 差 

永久標識の種別等 

種別 数量 埋設様式 

          

   

特記事項 

 



 

 

3 

様式第１－２号 

図 根 測 量 精 度 管 理 表  その１－３ 

作 業 名  地 区 名  計画機関名  作業機関名  作業班長           

目    的  期    間  作  業  量  主任技術者                

 

     点  検  計  算   厳密網平均計算 

水平位置 標      高 
路線番号 測点番号 路線長 内角数 辺  数 偏  心 再測数 新点位置の標準偏差（ｍ） 摘   要 

             

     閉合差 許容範囲 閉合差 許容範囲   点番号 水平 許容範囲 標高 許容範囲  

                 

 

点      検      測      量 

 

簡 易 網 平 均 計 算 

測点番号 

距          離 水      平      角 鉛      直      角 各 路 線 の 偏 差 

点検値 採用値 較  差 点検値 採用値 較  差 点検値 採用値 較 差 
路線 方向角 許容 座標差 許容 高低差 許容 

番号  範囲  範囲  範囲 

           (″) (″) (cm) (cm) (cm) (cm) 

          

       

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 



 

 

4 

様式第２号 

図 根 測 量 精 度 管 理 表  その２ 

 

 基  線  解  析  辺 仮  定  三  次  元  網  平  均 三次元網平均計算 
 

主要機器名称及び番号 

測  点  名  

辺  長 

（斜距離） 

ΔX又は方位角 ΔY又は斜距離 ΔZ又は楕円体比高 斜距離の残差 
                  

     

 自：  至： 残差 許容範囲 残差 許容範囲 残差 許容範囲 残差 許容範囲 

           

永久標識の種別等 

            

種別 数量 埋 設 様 式 

   

   新 点 位 置 の 標 準 偏 差 

 

点        検        測        量 

 
新 点 名 

水平位置 標    高 測    点    名 
セッション番号 

較  差 

(ΔN,ΔE,ΔU) 許容範囲 
特   記   事   項   

 

標準偏差 許容範囲 標準偏差 許容範囲  自：  至： 
点 検 値 

（ΔX,ΔY,ΔZ） 
採 用 値 

（ΔX,ΔY,ΔZ）  

              

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

作 業 名 
 
 

 
地 区 名  計画機関名  作業機関名 

 

作業班長            

目  的  期    間  作  業  量  主任技術者        

 



 

 

5 

様式第２―１号 

図 根 測 量 精 度 管 理 表  その２－２ 

作 業 名  地 区 名  計画機関名  作業機関名  点 検 者  

目 的  期 間  作 業 量  主任技術者   

  

基 線 解 析 辺 電 子 基 準 点 間 の 閉 合 差  三次元網平均計算 
 

主要機器名称及び番号 

測 点 名 辺 長 

（斜距離） 

ΔN ΔE ΔU 斜 距 離 の 残 差 
 

 自：  至： 閉合差 許容範囲 閉合差 許容範囲 閉合差 許容範囲 残差 許容範囲 

           

永久標識の種別等 

種別 数量 埋 設 形 式 

   

 
 

新 点 位 置 の 標 準 偏 差 

 

点    検    測    量 

新 点 名 
水平位置 標 高 測 点 名 

セッション番号 

較 差 

(ΔN,ΔE,ΔU) 
許容範囲 

特 記 事 項 
  

 

標準偏差 許容範囲 標準偏差 許容範囲  自：  至： 
点 検 値 

（ΔX,ΔY,ΔZ） 
採 用 値 

（ΔX,ΔY,ΔZ） 

           

用紙の大きさはＡ４判とする。 
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様式第２―２号 

図 根 測 量 精 度 管 理 表  その２－３ 

作 業 名 

地 区 名 
 期 間  計画機関名  主任技術者  

目 的  作業量  作業機関名  点 検 者  

 

用紙の大きさはＡ４判とする。 

測 点 名 

点    検    計    算 

ΔN ΔE ΔU 

閉合差 許容範囲 閉合差 許容範囲 閉合差 許容範囲 

       



 

7 

 

様式第３号 

標 定 点 設 置 精 度 管 理 表 

地  区  名 作  業  量 作 業 機 関 名 主任技術者 社内検査者 

              

点    名 測量方式 平 均 法 
座標較差（最大） 高低の標準偏差 

又は 

較差 （最大） 

内角の閉合差 

方向角の較差 

（最大） Ｘ Ｙ 

   
ｍ ｍ 

  

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

使 用 機 械  

備 
 

考 

 

注１．測量方式は、結合多角、単路線、放射法等を記入する。放射法の場合は、「座標較差」には２回観測の較

差を記入し、「平均法」及び「内角の閉合差 方向角の較差（最大）」の欄を斜線抹消する。 

２．平均法は、厳密水平(高低)網、簡易水平(高低)網又は三次元網平均等を記載する。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 



 

8 

 

様式第４号 

簡 易 水 準 測 量 精 度 管 理 表 

作業名又は 

地 区 名 
作 業 量 作 業 機 関 名 主任技術者 社内検査者 

 点    

路線番号 距 離 
閉合差の 

許容範囲 
閉合差 路線番号 距 離 

閉合差の 

許容範囲 
閉合差 

 
㎞ ㎜ ㎜  ㎞ ㎜ ㎜ 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

使 用 機 械  

備 
 

考 

 

  注 閉合差の制限は、50 ㎜√Ｓ（既知点から既知点までの閉合差）、40 ㎜√Ｓ （環閉合差）により算出する。 

        Ｓは観測距離（片道、㎞単位）とする                        
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 



 

9 

 

様式第５号 

ＵＡＶ撮影コース別精度管理表（数値地形図作成） 
 

地 区 名 

地 方 名 

  

 

 

カメラ 

 

名称 
 計  画 

作   業 

機 関 名 

 
地上画素 

寸 法 

 

基準面高 
 

対地高度 
画素数  pixel × pixel 

センササイズ  mm × mm  
 

cm 

 

 

m 

 

 

m 

主  任 

技 術 者 

 
撮 影 日 時 飛 行 方 向  

 

レンズ 

 

名称 
 

年 月 日 
 

 
W 

 N 

 

 

 

S 

  

 
E 

焦点距離   

点 検 者 

 
h:m ISO  シャッター速度  カメラキャリブレーション

実施年月日 ～  画 像 記 録 方 式 

風   速 データ形式 JPEG形式・RAW形式  年  月 日 社 内 検 査 
    年  月  日 

m/s ビット数 各色 bit  年  月 日 年  月  日 

 

ファイル名 コース番号 写真番号 
採 

否 

コース方向

重複度 航
跡
の
ず
れ 

色
調
の
良
否 

 
光 輝 暗 影 

ボ
ケ
・
ブ
レ 

ケ
ラ
レ 

ス
ミ
ア 

ゴ
ミ 

ノ
イ
ズ 

対
標
明
否 

隠
蔽
部
の
有
無 

 

 

障 害 事 項 

そ の 他 
最小 

OL 

主点

基線長 

シ
ョ
ン 

ハ
レ
ー 

暗
影

部 

    % % m            

               

   

               

   

               

   

               

   

               

   

               

   

               

   

               

   

               

   

               

   

               

   

               

   

               

   

               

（最小値） （最大値） 

 
平均及集計 

 

（最 大）            

注.  ハレーションは、場所の判別（海、川、池、屋根等）を記入する。 
コース間重複度 

コース番号 写真番号 

  

最小

SL（%） 

コース間

重複度(%) 

  

コース番号 写真番号 
  

最小

SL（%） 

コース間

重複度(%) 

  

コース番号 写真番号 
  

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 



 

 

 

1
0 

様式第６号 

空中三角測量精度管理表（数値地形図作成） 
作 業 名 又 は 地 区 名 作 業 量 作 業 期 間 作 業 機 関 名 

主任技術者 
 

    

点 検 者 
 

コ
ー
ス
番
号 

撮
影
高
度 

 

写
真
番
号 

 
 

モ
デ
ル
数 

 
標 定 点 

 
標 定 点 残 差 

地上画素寸法 cm 

 
バンドル法 

□ セルフキャリブレーション付き 

誤差モデル 

使用点数 除外点数 水平位置 標高 
□ 最適軌跡解析付き 

 交会残差 
水平位置 標高 水平位置 標高 ＲＭＳ誤差 最大 ＲＭＳ誤差 最大 

ＲＭＳ誤差 最大 

 (m) 
～ 

     (m) (m) (m) (m) (mm) (mm)

  
～ 

           

  
～ 

           

  
～ 

           

  
～ 

           

  
～ 

           

  
～ 

           

  
～ 

           

  
～ 

           

  
～ 

           

  
～ 

           

制 限 値  （地図情報レベル： ) 
      

使 用 機 械 
 

作業者 
 社内検査期間 

人 日 数 

 
再測率 

 
備考 

 

注 1. セルフキャリブレーションおよび最適軌跡解析を使用した場合は□にチェックを入れ、誤差モデルを記入する。 

2. パスポイント及びタイポイントの交会残差の単位は、mm 単位で記入する。 

3. 計算から除外した点がある場合は、備考欄にその理由を明記する。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 



 

11 

 

様式第７号 

対 空 標 識 設 置 精 度 管 理 表 
地  区  名 作業量 作 業 機 関 名 主任技 術者       社内検 査者       

        

  点 

 
                             

明細簿 

ページ 
点    名      

写真番号 
型 

像の 

見え 
偏心距離 計  算 備    考 

ｺｰｽ 写真 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

磁針定数決定箇所 使用既知点数 定数の決定法 

備 

考 

 

箇所 点 算出      

 注１．数値写真上での対空標識の写りを次の判別記号で表示する。                                                 × 
         ◎：良く見える  ○：なんとか判別できる  ○× ：刺針又は間接（ｐ２）表示   

２. 計算の欄は、再計算の有無等について記入する。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第８号 

残存縦視差の測定(mm) 

              
 
 
         1              2               3               4                5 
         ＋              ＋              ＋              ＋              ＋ 
 
 
 
 
         6               7               8               9               10 
         ＋              ＋              ＋              ＋              ＋ 
 
 
 
 
        11             12             13             14              15 
          ＋              ＋              ＋              ＋               ＋ 
 
 
 
 
         16             17             18             19             20 
       ○＋             ＋             ＋              ＋              ＋○ 
           主点                                                              主点 
 
 
 
         21             22             23             24             25 
         ＋              ＋              ＋              ＋              ＋ 

 
 
 
 
         26              27            28            29             30  
           ＋              ＋              ＋              ＋              ＋  
 
 
 
 
        31             32               33             34             35  
        ＋             ＋              ＋              ＋                ＋           
                                                                 
 
 
 
 

注 1. 残存縦視差の測定位置は、主点基線を軸として密着写真上で横２cm、縦３cm の間隔を標準とする。 

 2. 出力データと対比できるように、測点番号を明記する。また、縦視差が制限を超えた地点は、その大きさを

明記する。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第９号 

撮影コース別精度管理表（空中写真の数値化） 

地区名 

地方名 

2500 都市計画図作成 

○○地区 
縮 尺 撮影年月日 ○○．○○．○○ 

作 業 

機関名 
 

コース名 C10 1/12,500 
使用スキャナ 

装    置 
○○○○○○ 

主 任 

技術者 
△ △ △ △    

カメラ名 RC-30／153.96 
ロール 

番 号 

数値化 

寸 法 
0.021mm 

社 内 

検査者 
◇ ◇ ◇ ◇    

飛行方向  １ ビット数 
24 ビット 

（RGB カラー） 

社内検査 

年 月 日 

   

 年  月  日 

 

数値化 

月 日 

１月 9h10m  データ形式 
非圧縮 

TIFF 形式 
その他  

30 日 16h50m  

写真番号 
採 

 

否 

範 

囲 

良 

否 

指 

標 

明 

否 

カ
ウ
ン
タ 

番
号
明
否 

カ
メ
ラ
情
報 

明
否 

ゴ 

ミ 

・ 

き 

ず 

ボ 

ケ 

・ 

ブ 

レ 

色 

調 

良 

否 

障 害 事 項 

そ  の  他 
カウンタ

番号 

編集 

番号 

             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第９－１号 

撮影ロール別精度管理表（空中写真の数値化） 

作業名 
2500 都市計画図 

作成 
作業量  

作 業 

機関名 
 

主任技術者 ○ ○ ○ ○   

地区名 ○○地区 社内検査者 △ △ △ △   
 

番号 
ロール 

番 号 
撮影年月日 コース名 写真番号 

写真 

枚数 
最大指標

残差の許容範囲 

NG＊写真 

番号 
備 考 

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      

     ～      
＊所定内精度基準値：最大値で 30μm 以内 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第１０号 

デジタル航空カメラ撮影コース別精度管理表 

 
地 区 名 

地 方 名 
 

森林地図 

情報レベ

地 上 

画 素 寸 法 

基 準 面 高 

地 面 高 
撮 影 高 度 コ ー ス 間 

 

最小重複度 

Ｃ  －  

Ｃ  －  

   

％
※ 作 業 

機 関 名 
  

コ ー ス  
計 

画 
 m m m 

Ｃ  －  

Ｃ  －  

   

％
※ 

 

カ メ ラ 名 

焦 点 距 離 

     
主 任 

技 術 者 

            

  統 合 処 理 記 録 
飛 行 方 向 撮 影 

実 

施 

No. 
m m m 

Ｎ 

 

Ｗ     Ｅ 

 

Ｓ 

月 

 

日 

h：m 

 

 

統 合 日    年   月   日 
社 内 

検 査 者 
 No. 

m m m 
デ ー タ 量 ＧＢ 

画 像 形 式 白黒・カラー・近赤外 

差  
m 

m 

% 

% 
 

ビ ッ ト 数 各色    bit 社 内 検 査 

年 月 日 
 

データ形式 非圧縮 TIFF 形式 
 

写 真 番 号 

採

否 

実

体

空

白

部 

コース方向 

重 複 度 

航 

跡 

の 

ず 

れ 

統合処理良否 光輝暗影 
ス
ポ
ッ
ト 

ボ
ケ
・
ブ
レ 

煙
霧 

ケ
ラ
レ 

対
標
明
否 

画
像
確
認 

サ
ム
ネ
イ
ル 

命
名
形
式 

画
像
フ
ァ
イ
ル 

画
像
整
理 

障害事項 

その他 
No.  

最小 

ＯＬ 

主点 

基線長 

同
定
精
度 

対
応
点 

情
報
劣
化 

原
画
像 

色
調 

シ
ョ
ン 

ハ
レ
ー 

暗
影
部 

  
※ 

 

% % m 
              

                  

   

                  

   

                  

   

                  

   

                  

   

                  

   

                  

   

                  

   

                  

   

                  

   

                  

   

                  

   

                  

   

                  

   

                     

   

                  

   

                  

   

                  

 

（最小値） 

% 

（最大値） 

% 

平均及び集計   

（最大

値） 

% 

              

                     

監

督

所

見 

 

※ 

 

 

月 

 

日 

監督員 

 

検

査

所

見 

 

※ 

 

 

月 

 

日 

検査員 

 

注１．※印の欄は、計画機関が記入する。 

２．ハレーションは、場所の判別（海、川、池、屋根等）を記入する。 

３．撮影高度は、大きい方の値を（撮影高度）－（計画撮影高度）＝ 差（ｍ） 

                差  ÷ （計画対地高度）＝ ％ 

４．飛行方向は矢印と飛行方向角を記入する。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

～ 



 

 

1
6
1
6 

様式第１１号 

ＧＮＳＳ／ＩＭＵ解析結果精度管理表①（空中写真撮影） 

作業名又は地区名 撮影年月日  使用カメラ  使用機器  計画機関名  主任技術者  

 撮影縮尺  使用レンズ  使用ソフト  作業機関名  点検者  

コース数  機体番号  キネマティック解析 最適軌跡解析 

撮影枚数   使用した固定局 １） ２） ３） 仰角マスク 度 
除外された 

GNSS データ数 
 

最大連続 

除外数 
 

コ
ー
ス
番
号 

撮
影
高
度
（
ｍ
） 

写
真
番
号 

開
始
時
刻 

終
了
時
刻 

衛星数 

平均（上段） 

最少（下段） 

ＤＯＰの平均値

(上段)及び最大

値(下段)(ｍ) 

往復差の平均値(上段)

及び最大値(下段)(ｍ) 
解 の 品 質 基 準  

位置 標準偏差の平均

値(上段)及び最大値

(下段)(ｍ) 

位置 標準偏差の平均値

(上段)及び最大値(下

段)(ｍ) 

姿勢 標準偏差の平均

値(上段)及び最大値

(下段)(度) 

ＰＤＯＰ Ｘ(Ｅ) Ｙ(Ｎ) Ｚ 
フィックス 

解 

安定 

フロート解 

収束 

フロート解 
その他 Ｘ(Ｅ) Ｙ(Ｎ) Ｚ Ｘ(Ｅ) Ｙ(Ｎ) Ｚ Ｘ(Ｅ) Ｙ(Ｎ) Ｚ 

     
                  

                  

     
                  

                  

     
                  

                  

     
                  

                  

     
                  

                  

     
                  

                  

     
                  

                  

     
                  

                  

     
                  

                  

     
                  

                  

作業者  社内検査期間 人日 
オフセット・
ボアサイト値 

オフセット 

REF→GNSS
dx= dy= dz= 

オフセット 

REF→IMU 
dx= dy= dz= 

ボアサイト 

REF→IMU 

同時調整 

Tx= 
Ty= Tz= 

注．本様式は、Loosely Coupled 方式の場合に適用する。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第１１－１号 

ＧＮＳＳ／ＩＭＵ解析結果精度管理表②（空中写真撮影） 

作業名又は地区名 撮影年月日 
 

使用カメラ 
 

使用機器 
 

計画機関名 
 

主任技術者 
 

 
撮影縮尺 

 
使用レンズ 

 
使用ソフト 

 
作業機関名 

 
点 検 者 

 

コース数 
 

機体番号 
 

最適軌跡解析(使用ソフト) 
  

仰角マスク 度 

撮影枚数 
  

使用した固定局 1) 2) 3) 4) 5) 6) 

コ
ー
ス
番
号 

撮
影
高
度
（
ｍ
） 

写
真
番
号 

開
始
時
刻 

終
了
時
刻 

衛星数 

平均（上段） 

最小（下段） 

ＤＯＰの 

平均値(上段)及び 

最大値(下段) 

往復差の 

平均値(上段)及び 

最大値(下段)(m) 

解の品質基準 

位置 標準偏差の 

平均値(上段)及び 

最大値(下段)(m) 

姿勢 標準偏差の 

平均値(上段)及び 

最大値(下段)(度) 

ＰＤＯＰ Ｘ(Ｅ) Ｙ(Ｎ) Ｚ 
フィックス

解 

安定 

フロート解 

収束 

フロート解 
その他 Ｘ(Ｅ) Ｙ(Ｎ) Ｚ Ｘ(Ｅ) Ｙ(Ｎ) Ｚ 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

作業者  社内検査期間 

人日 

 
オフセット・ 

ボアサイト値 

オフセッ

ト 

REF→GNSS 

dx= dy= dz= 
オフセット 

REF→IMU 
dx= dy= dz= 

ボアサイ

ト 

REF→IMU 

同時調整 

Tx＝ Ty＝ Tz＝ 

注．本様式は、Tightly Coupled 方式の場合に適用する。 
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第１２号 

同 時 調 整 精 度 管 理 表 

作業名または地区名 作業量  調整方法 作  業  期 間 作 業 機 関 名 主任 
技術者 

 コース数
写真枚数 

 バンドル法 
自  年 月 日 
至  年 月 日 

 社内 
検査者 

コ 

  

ス

番

号 

撮

影

高

度 
(m) 

写

真

番

号 

基準点数 
計算から 

除外した点数 

検証時の検証点較差 

固定点以外全点記載 

最終調整時の基準点残差 

（下段に重量を（）書きする） 

タイポイント交会残差 

（下段に重量を（）書きする） 

X Y XY 
水平位置 

(点) 
標高 

(点) 
水平位置 

(点) 
標高 

(点) 
点名 水平位置 

(m) 
標高 

(m) 
点名 水平位置 

(m) 
標高 

(m)
標準偏差 

（μm） 
最大 
（μm） 

標準偏差 
（μm） 

最大 
（μm） 

標準偏差 
（μm） 

最大 
（μm）

                   

            
（例：0.10,0.１０） （例：0.10） （例：6.5） （例：6.5）  

             許容範囲 15 30

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

          基準点残差 

ＲＭＳ誤差 （ｍ） 

      

                

                   

          許容範囲         

       検証点較差 

ＲＭＳ誤差 （ｍ） 

基準点残差 

最大較差 （ｍ） 

      

             

                   

       許容範囲   許容範囲         

使用機器 デジタルステレオ図化機  
作業者 

 社内 
検査期間 人日

    

ＲＭＳ誤差＝ ）／（Σ nr 2
 ここで r＝残差、ｎ＝点数 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第１３号 

細部測量・地形補備測量・地図編集・数値編集・現地補測・補測編集・基本原図データ作成精度管理表 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

作業名又は地区名 図名又は図面番号 地図情報レベル 作  業  量 作 業 期 間         作業機関名 主 任 技 術 者        社 内 検 査 者        

        自    年  月  日 
至    年  月  日 

  
  

項        目 脱落 誤記 項        目 脱落 誤記 項        目 脱落 誤記 項        目 脱落 誤記 

境界等 

(11**) 

種類   公共施設 形状    (41**)   諸  地 

(621*) 

区域界形状      ※ 

 

整 

 

飾 

 

等 

図名又は図面番号   

形状   そ
の
他
の
小
物
体 

記念碑等  (420*)   記号の種類      図郭及び方眼寸法   

道  路 

(210*) 

道路記号・道幅   消火栓    (421*)       場地 

622*,3* 

記号の種類    座標値等       

形状   噴水・井戸(422*)   記号の位置   概見図行政区画図   

道 

路 

施 

設 

橋        (220*)   ﾀﾝｸ・高塔 (423*)   植  生

(63**) 

植生界等形状   方位   

階段･ﾄﾝﾈﾙ (221*)   灯台      (424*)   植生記号の種類   図歴等   

構造物    (222*)   観測所    (425*)   等高線

(71**) 

形状   その他   

側溝・並木(223*)   輸送管    (426*)   数値    接  合   

道路標識等(224*)   水 部 形状      (51**)   変形地 

(72**) 

種類    
付属物(22 5*,6*)   

水
部
構
造
物 

桟橋      (520*)   形状   

鉄  道 

(23**) 

記号及び軌道幅   護岸      (521*)   基準点 

(73**) 

位置・種類   

形状   滝・水門  (522*)   数値   

鉄 道 

施 設 

橋･ﾄﾝﾈﾙ(240*,1*)   水制      (523*)   

注 
 
 
 

記 

行政名   

雪覆い等  (242*)   流水方向  (524*)   居住地名   

建  物

(30**) 

種類    距離標    (525*)   交通施設   

形状   

法 面 

人工斜面  (610*)   建物等   

建物付属物  (34**)   被覆      (611*)   小物体   

建物記号

(35**) 

種類   法面保護  (612*)   水部等   

位置   
構 囲 

柵      (613*)   土地利用   

公共施設 種類   塀      (614*)   地形等   

  注 1. 各工程作業ごとに、該当する項目を選んで図面単位に作成する。該当しない項目欄には斜線で抹消する。 

     2. 各項目の脱落、誤記等はスクリーンモニタを用いた目視点検結果や点検用出力図による点検結果に基づいて集計し、その個数を記載する。 

     3. ※印欄は、現地調査、地形補備測量及び現地補測作業の場合記載しない。 

     4. (****)は、取得分類コードを示す。 

   
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第１４号 

数 値 図 化 精 度 管 理 表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面位置の標定残差(m)※ 

自 
至 

許容範囲内 

(63**) (73**)

図名又は図葉番号 

モデル番号 
図 化 機 名 

１

番 
号 

モ
デ 
ル

２

施設 
(22**)

３

２

３

４

５

4 

5 

(11**)

１

(21**) 

左 

道路 

１ 

右 

変形地 注記

(23**)

鉄道 
施設 

(24**)

許容範囲を超える 

(30**)

２ 

作 業 員

建物

付属物 
(34**)

地図情報レベル 

３

建物

記号

(35**)

公共

施設

(41**)

0.1 以内

等高線 

地 区 名 
作 業 量 

その他 
小物体 
(42**) 

作業期間 

0.2 以内

図 郭 及 び モ デ ル の 範 囲 

４ ５

作業機関名 

0.3 以内

番 
号 

モ
デ 
ル

境界等 道路 鉄道 建物 水部
構造物

(52**)(51**) 

法面

構囲

水部 

(61**)

0.7 以内 1.0 以内0.5 以内

植生
諸地 
場地 

1.5 を超える 

主任技術者 
社内検査者

(71**)

下段：標高 

標定使用点数 
上段：平面 

(72**) 

図   式   分   類 （図化漏れ数、誤コード数）  上段：図化漏れ  下段：誤コード

写 真 番 号 

(62**)

接合の良否

上段：ﾓﾃﾞﾙ間 
下段：図郭間 

(81**)

基準点 

備 考 

 年  月  日

 年  月  日

対  地  標  定  記  録 （上段：基準点、下段：パスポイント等） 
標 高 の 標 定 残 差 (m) 

1.5 以内

注１ ※平面位置の標定残差は第 209 条で規定する各地図情報レベルの誤差の許容範囲で判断する。 

２  図葉単位に作成する。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

コ
ー
ス 

番
号 
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様式第１５号 

基 本 原 図 デ ー タ フ ァ イ ル 精 度 管 理 表 

作業名又は地区名 図郭名又は図郭識別番号 地図情報レベル 作業量 作 業 期 間      作 業 機 関 名        主 任 技 術 者        社 内 検 査 者        

    
自    年  月  日 

至    年  月  日 
   

 

項目 細          目 範囲 論理 目視 項目 細        目 範囲 論理 目視 項目 細        目 範囲 論理 目視 

フ 

ァ 

イ 

ル 

形 

式 

レコード長         
フ 

ァ 

イ 

ル 

ご 

と 

   
 
 
 
 
 

レ 
 

コ 
 
―
 
 

ド 
 

記 
 

述 
 

内 
 

容 

イ 

ン 

デ
ッ
ク
ス 

座標系     

レ 
 
 

コ 
 
 

ー 
 
 

ド 
 
 

ご 
 
 

と 

  レ
コ
ー
ド 

 
 
 

記
述
内
容 

注
記 

字隔 

レ
コ
ー
ド
ご
と 

  

文字コード           計画機関名     線号   

記述書式            図郭識別番号    注記データ   

格納方式            内容記述      座

標 

データの重複   

ラベル             

図 

郭 

レ 

コ 

ー 

ド 

図郭名称   方向性    

         地図情報レベル    属  性 属性データ   

   タイトル名   グリッド 方向性   

   座標値の単位   

レ 

コ 

ー 

ド 

・ 

区 

分 

等 
地図分類

コード 

取得分類 

レ
コ
ー
ド
・
フ
ラ
ッ
グ
ご
と 

  

レ 

コ 

ー 

ド 

間 
 

 
 
 
 
 
 

相 

互 

関 

係 

ファイル全体  

フ 

ァ 

イ 

ル 

ご 

と 

  作成年月   情報分類   

イ
ン 

 

デ
ッ
ク
ス

図郭レコード    現地調査年月   レコードタイプ   

要素ヘッダレコード   入力機器名   使用データタイプ   

要素レコード   公共測量承認番号   方向規定区分    

グリッドヘッダレコード   測地成果識別コード   座標次元区分   

2･3次元座標レコード   図郭識別コード   グループ処理   

図郭 
要素数    変換手法識別コード   転位処理フラグ   

レコード数         作業機関名   間断処理フラグ   

要素ヘッダ  要    素   撮影コース番号   数値化区分   

要素レコード 実データ    撮影年月    図形区分    

グリッドヘッダ グリッド     写真縮尺   実データ区分   

 

レ
コ
ー
ド
間 

 
 
 
 

相
互
関
係 

インデックスレコード 

レ
コ
ー
ド
ご
と 

  写真枚数   精度区分   

図郭レコード     写真番号   注記区分   

要素ヘッダレコード   要 素 

ヘッダ 

取得年月   転位区分 

 

  

要素レコード   数値化区分   間断区分   

グリッドヘッダレコード   要素 取得年月   属性区分   

   ｸﾞﾘｯﾄﾞ 取得年月   縦横区分   

    注

記 

文字列の方向       

   字大      

注１．データファイル単位で作成する。 
 ２．該当しない項目欄は斜線で抹消する。 
 ３．細目の論理、目視は点検プログラム及び目視による点検結果に基づいて良否を記載する。 

用紙の大きさはＡ４判とする。 
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様式第１６号 

写 真 地 図 作 成 精 度 管 理 表            世界測地系 

作業名  作業機関名  主任技術者  点 検 者   

地区名  図郭名  作業期間  自    年  月  日 ～ 至     年   月   日 

 写真地図データファイル                              数値地形モデル  

番号 
測 定 値 検 測 値 

残差 番号 
平 面 位 置 測 定 値 検 測 値 

残差 
ｘ ｙ Ｘ Ｙ Ｘ Ｙ ｚ Z 

1 1 

2 2 

3 3 

4 4 

5 5 

6 6 

7 7 

8 8 

9 9 

10 10 

11 11 

12 12 

13 13 

14 14 

15 15 

16 16 

17 17 

18 18 

19 19 

20 20 

21 21 

22 22 

23 23 

24 24 

25 25 

色 調 歪 み 写真接合 図郭接合 平均値  

許容範囲 

地図情報レベル  平均値  

    
最大値  水平位置（標準偏差）  最大値  

標準偏差  標高点（標準偏差）  標準偏差  

注 点検箇所は２１点以上とする。                                                                      用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第１７号 

平面直角座標系への変換 精度管理表 

作 業 名  レーザスキャナ名  計画機関名  主任技術者  

計測年月日  機 器 番 号  作業機関名  点 検 者  

 

点 名 
評定点（ｍ） 計測座標（ｍ） 残差（ｍ） 備考 

Ｘ Ｙ Ｚ Ｘ´ Ｙ´ Ｚ´ ⊿X ⊿Y ⊿H  

許容範囲           

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第１８号 

ＵＡＶ撮影コース別精度管理表（三次元点群作成） 

地 区 名 

地 方 名 

  

 

 

 

カメラ 

名称    計 画   

作   業 

機 関 名 

 

地上画素 

寸 法 
基準面高 対地高度 画素数   pixel × pixel 

 

センササイズ   mm × mm  

 
cm 

 

 
m 

 

 
m 

主   任 

技 術 者 

 

 撮 影 日 時  飛 行 方 向 
 

 
 

レンズ 

 

名称 
 

  

年 
  

月 
   

日 
N 

 

 

W          E 

 

 

S 

焦点距離  

点 検 者 

 

h:m ISO  シャッター速度   

計画OL 

 

% 

 

計画SL 

 

%
～  画 像 記 録 方 式  

  風  速   

データ形式 

 重複率点検方法 社 内 検 査  

年 

 

月 

 

日 
m/s  年 月 日 

【画質】 

 

 
 

ファイル名 

 

 
 

コース番号 

 

 
 

写真番号 
採
否 

色
調
の
良
否 

ハ
レ
ー
シ
ョ
ン

・ 

暗
影
部 

ボ
ケ
・
ブ
レ 

ゴ
ミ
・
ノ
イ
ズ 

隠
蔽
部
の
有
無 

対
標
明
否 

障 害  事  項 

そ の 他 

           

           

           

           

           

           

           

           

【コース方向重複度(OL率)】                            【コース間重複度(SL率)】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注１．OL 率及び SL 率は、採用した写真のみを用いて計算するものとする。 

２．OL 率 90%以上かつ SL 率 60%以上で撮影計画を立案した場合は、OL率及び SL 率の点検を省略できるものとする。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

ファイル名 コース番号 写真番号 コース 

方向 

重複度 

航

跡

の

ず

れ 

    

 

    

 

    

 

    

 

    

 

    

 

    

 

    

 

    

（最小OL） 

 

% 

  

(最大値) 

% 

コース番号 

コース間 

重複土 

コース番号 

コース間 

重複土 

コース番号 

   

写真番号 ファイル名 写真番号 写真番号 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 

最小値 

（最小SL） 

%  %  



 

 

2
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様式第１９号 

三次元形状復元精度管理表（三次元点群作成） 
作業名又は地区名 調整方法 作業期間 

作業機関名 主任技術者  

  
自    年  月  日 

 点 検 者  
至    年  月  日 

SfM ソフト名 計画 OL 率 計画 SL 率 作業量 コース数 写真枚数 地上画素寸法 対地高度 

        

               

標定点の交会残差  標定点の残差 検証点の較差 

 Ｘ Ｙ 交会残差  点名 区分 dx dy dh 点名 dx dy dh 

最大値    
          

          

※単位は、ソフトによる。           

          

検証点の交会残差           

 Ｘ Ｙ 交会残差           

最大値    

          

          

※単位は、ソフトによる。           

備考           

（作業範囲において歪みが大きいところ、

色調が悪いところなどを書く） 

          

          

          

          

          

          

 平均値  平均値  

 最大値  最大値  

注. 区分には、外部標定点は外、内部評定点は内を表示する。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 



 

 

2
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様式第２０号 

コース間点検精度管理表 

世界測地系（測地成果〇〇〇〇） 

地 区 名 
 作業機関名  

作業者  点検者  

点名 Ｘ Ｙ 
オリジナルデータの標高(Ｈ) 較 差 

備 考 
Ｃ－ Ｃ－ ⊿Ｈ 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

＊電子計算機タイプの場合は、その用紙を使用できる。 

但し、上記の内容を満足するものとする。 
点数(n)   

平均値(m)   

最大値(m)   

最小値(m)   

ＲＭＳ誤差(m)=ට
ఀሺ∆ுሻమ

௡
 

  

 
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第２１号 

調整点点検精度管理表（標高・水平位置） 
世界測地系（測地成果〇〇〇〇） 

地区名 
 作業者  

点検者  

番号 点名 

調整点 オリジナルデータ 調整点と三次元計測データの較差 

水平座標 標高 水平座標 平均標高 水平座標の較差 標高の較差 

Ｘ 
(①) 

Ｙ 
(②) 

Ｈ 
(③) 

Ｘ 
(④) 

Ｙ 
(⑤) 

Ｈ 
(⑥) 

⊿Ｘ 
(④-①) 

⊿Ｙ 
(⑤-②) 

⊿ＸＹ 
 

⊿Ｈ 
(⑥-③) 

1            

2            

3            

4            

5            

6            

7            

8            

9            

10            

11            

12            

13            

14            

15            

16            

17            

18            

19            

20            

計測範囲全域の差 

 データ数 平均値(m) 最大値(m) 最小値(m) 最大値－最小値 ＲＭＳ誤差 備考 

Xの差 
      

ＲＭＳ誤差=ට
ఀሺ∆௑ሻమ

௡
 

Yの差 
      

ＲＭＳ誤差=ට
ఀሺ∆௒ሻమ

௡
 

XYの差 
      

ＲＭＳ誤差=ට
ఀሺ∆௑௒ሻమ

௡
 

Hの差 
      

ＲＭＳ誤差=ට
ఀሺ∆ுሻమ

௡
 

注. 水平座標を対象としない場合には、水平座標の較差の欄に斜線を付すること。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。



 

 

 

2
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様式第２２号 

点密度点検精度管理表 

地 区 名 
 作業機関名  

作業者  

図名 全格子数 
点密度不足 

格子数 不足格子率％ 図名 全格子数 
点密度不足 

格子数 不足格子率％ 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

不足格子率の 
全域の平均 

 不足格子率の 
最小値 

 不足格子率の 
最大値 

  

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第２３号 

点検測量結果精度管理表（検証点 標高・水平位置） 

 

世界測地系（測地成果〇〇〇〇） 

地区名 
 作業者  

点検者  

点検測量手法 
 要求仕様 

制限値 

⊿Ｘ ⊿Ｙ ⊿Ｈ 

    

番号 点名 

検証点 オリジナルデータ 点検測量結果とオリジナルデータとの較差 

水平座標 標高 水平座標 平均標高 水平座標の較差 標高の較差 

Ｘ 

(①) 

Ｙ 

(②) 

Ｈ 

(③) 

Ｘ 

(④) 

Ｙ 

(⑤) 

Ｈ 

(⑥) 

⊿Ｘ 

(④-①) 
合否 

⊿Ｙ 

(⑤-②) 
合否 

⊿Ｈ 

(⑥-③) 
合否 

1              

2              

3              

4              

5              

6              

7              

8              

9              

10              

11              

12              

13              

14              

15              

16              

17              

18              

19              

20              

較差の平均       

ＲＭＳ誤差       

 

注. 水平座標を対象としない場合には、水平座標の較差の欄に斜線を付すること。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

 

ＲＭＳ誤差=

ටఀሺ∆௑ሻమ

௡
 

ＲＭＳ誤差=

ටఀሺ∆௒ሻమ

௡
 

ＲＭＳ誤差

=ට
ఀሺ∆ுሻమ

௡
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様式第２３－１号 

点検測量結果精度管理表（再計測） 

世界測地系（測地成果〇〇〇〇） 

地区名 
 作業者  

点検者  

点検測量手法  要求仕様 
制限値 

標高(∆H)  

計測範囲面積 
(㎡) 

 点検測量面積 
(㎡) 

 点検測量率 
(％) 

 

番号 点検箇所名 

点検測量結果の 

平均標高(h) 

(①) 

オリジナルデータの 

平均標高(H) 

(②) 

較差  ∆H 

(②-①) 

合否 

1 
     

2 
     

3 
     

4 
     

5 
     

6 
     

較差の平均 
  

較差のＲＭＳ誤差=ටఀሺ∆ுሻమ

௡
 

  

注. 点検箇所及び断面箇所は、調整点・検証点・コース間点検箇所配点図に記入する。 
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリジナルデータの点検断面図 

標高 

標高 

起点 

起点 

測線方向（水平） 

測線方向（水平） 

終点 

終点 

測線 

測線 



 

 

 

3
1 

様式第２４号 

ＧＮＳＳ／ＩＭＵ解析結果精度管理表①（航空レーザ測量／ＵＡＶレーザ測量） 

作業名又は地区名 計測年月日  使用機器  計画機関名  主任技術者  

 対地高度(ｍ)  使用カメラ  作業機関名  点検者  

 キネマティック解析(使用ソフト)  仰角マスク 度 
除外された 

GNSS データ数 
 最適軌跡解析(使用ソフト) 

コース数  使用した固定局 １） ２） ３） 最大連続除外数   

コ
ー
ス
番
号 

計
測
高
度
（
ｍ
） 

開
始
時
刻 

終
了
時
刻 

衛星数 

平均（上段） 

最少（下段） 

ＤＯＰの平均値

(上段)及び最大

値(下段) 

往復差の平均値(上段)及

び最大値(下段)(ｍ) 
解 の 品 質 基 準  

位置 標準偏差の平均値

(上段)及び最大値(下

段)(ｍ) 

位置 標準偏差の平均値

(上段)及び最大値(下

段)(ｍ) 

姿勢 標準偏差の平均値

(上段)及び最大値(下

段)(度) 

ＰＤＯＰ Ｘ(Ｅ) Ｙ(Ｎ) Ｚ 
フィックス 

解 

安定 

フロート解 

収束 

フロート解 
その他 Ｘ(Ｅ) Ｙ(Ｎ) Ｚ Ｘ(Ｅ) Ｙ(Ｎ) Ｚ Ｘ(Ｅ) Ｙ(Ｎ) Ｚ 

    
                  

                  

    
                  

                  

    
                  

                  

    
                  

                  

    
                  

                  

    
                  

                  

    
                  

                  

    
                  

                  

    
                  

                  

    
                  

                  

作業者  社内検査期間 人日 
オフセット・ 

ボアサイト値 
オフセット 

REF→GNSS 
dx= dy= dz= 

オフセット 

REF→IMU 
dx= dy= dz= 

ボアサイト 

REF→IMU Tx= Ty= Tz= 

注１． 本様式は、Loosely Coupled 方式の場合に適用する。 

 ２． ＵＡＶレーザ測量の場合の計測高度は、対地高度（ｍ）とする。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 



 

 

 

3
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様式第２５号 

ＧＮＳＳ／ＩＭＵ解析結果精度管理表②（航空レーザ測量／ＵＡＶレーザ測量） 
作業名又は地区名 計測年月日  使用機器 

 
計画機関名 

 
主任技術者 

 

 対地高度(m)  使用カメラ 
 

作業機関名 
 

点 検 者 
 

最適軌跡解析(使用ソフト) 
 

 仰角マスク 度 

コース数 
 

使用した固定局 1) 2) 3) 4) 5) 6) 

コ
ー
ス
番
号 

計
測
高
度 

（
ｍ
）
※ 

開
始
時
刻 

終
了
時
刻 

衛星数 
平均（上段） 
最小（下段） 

ＤＯＰの 

平均値(上段)及び 

最大値(下段) 

往復差の 
平均値(上段)及び 
最大値(下段)(m) 

解の品質基準 
位置 標準偏差の 
平均値(上段)及び 
最大値(下段)(m) 

姿勢 標準偏差の 
平均値(上段)及び 
最大値(下段)(度) 

ＰＤＯＰ Ｘ(Ｅ) Ｙ(Ｎ) Ｚ 
フィッ 
クス解 

安定 
フロート解 

収束 
フロート解 その他 Ｘ(Ｅ) Ｙ(Ｎ) Ｚ Ｘ(Ｅ) Ｙ(Ｎ) Ｚ 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

作業者  社内検査期間 人日 

オフセット
・ 

ボアサイト
値 

オフセット 
REF→GNSS dx= dy= dz= 

オフセット 
REF→IMU dx= dy= dz= 

ボアサイト 
REF→IMU 

Tx＝ Ty＝ Tz＝ 

注１. 本様式は、Tightly Coupled 方式の場合に適用する。 

２. ＵＡＶレーザ測量の場合の計測高度は、対地高度（ｍ）とする。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 



 

 

 

3
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様式第２６号 

グ ラ ウ ン ド デ ー タ 作 成 作 業 精 度 管 理 表 

 

作業名又は 

地区名 

 

 
作 業 量 ｋｍ2 

作業機関名  

主任技術者  

社内検査者  

 

フィルタリングの点検結果 備  考 

図  名 

交 通 施 設 

建物等 小物体 水部等 植 生 
低密度の

範囲 
その他 

 

道路施設等 鉄道施設等 移動物体 

          

          

          

          

注１：フィルタリングの点検結果は、フィルタリング処理されていない対象物の数を図郭単位で記載する。 

２：精度管理表は、任意の作業単位で作成する。 

 
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 



 

 

 

3
4 

様式第２７号 

グ リ ッ ド デ ー タ 作 成 作 業 精 度 管 理 表 

                                 

グリッドデータ作成作業の点検結果 備     考 

図  名 標高値の誤り グリッドの不備 属性データの不備 接合の不備 

 

 

     

     

     

     

注１：点検結果は、図郭単位で整理する。 

２：精度管理表は、任意の作業単位で作成する。 

 
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

作業名又は 

地区名 
 作業量 

 

 

 

ｋ㎡ 

作業機関名  

主任技術者  

社内検査者  



 

 

 

3
5 

様式第２８号 

三次元点群データファイル精度管理表 

 
        

三次元点群データファイル作成作業の点検記録 備  考 

項 目 

ポイント図形 

ファイル構造 

の良否 

ポイント属性 

ファイル構造 

の良否 

ヘッダフォーマ

ットの良否 

テキストフォー

マットの良否 

ポイント図形 

ファイル構造 

の良否 

ポイント属性 

ファイル構造の 

良否 

ポリゴン図形 

ファイル構造の 

良否 

 

オリジナルデータ 

       

グラウンドデータ 

       

グリッドデータ 

       

水部ポリゴンデータ 

       

注１：点検記録は、不良箇所の数を記載する。 

 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

 

作業名又は 

地区名 
 

作業量 

 

 

 

ｋ㎡ 

作業機関名  

地図情報レベル 

2500図名 
 

主任技術者  

社内検査者  



 

 

 

3
6 

様式第２９号 

断面図データ作成作業精度管理表 

作業名又は 

地区名 
 作 業 量 ｋｍ2  

作業機関名  

主任技術者  

点  検  者  

 

断面図データ作成作業の点検結果 備  考 

測 線 番 号 ズレ 脱落 誤記 測 線 番 号 ズレ 脱落 誤記 
 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

注１．ズレ欄は、現地測量（縦断測量又は横断測量を標準）により作成した断面図とのズレの有無について記載する 

（点検数量は、計画機関の指示による）。 

 ２．脱落欄は、主要な構造物等の脱落の有無について記載する。 

３．誤記欄は、誤記の有無について記載する。 

用紙の大きさはＡ４判とする。 
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様式第３０号 

品 質 評 価 表  総 括 表 

製品名 タイトル（製品を表す名称） 

ライセンス 著作権がある場合は組織名称 作成時期 作成年月日 

作成者 本製品を作成する組織名称 座標系 利用した座標系 

領域又は地名 地理範囲（作成地域） 検査実施者 組織名称、役職名称、個人名

称 

 

番

号 
データ品質適用範囲 

品質要求 
品質評価結果 

（合否） 完全性 
論 理 

一貫性 

位 置 

正確度 

時 間 

正確度 

主 題 

正確度 

 
      

 

 

        

 

        

 

        

 

        

 

        

 

        

 

        

 

        

 

        

 

        

 

        

 

        

 

【参考】 

・空間データ製品仕様書作成マニュアル 国土地理院 

・JMP2.0 仕様書 国土地理院 

・品質の要求、評価及び報告のための規則  国土地理院 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第３１号 

品 質 評 価 表  個 別 表 

データ品質適用範囲  

品質要素 品質要求 品質評価方法 品質評価結果 

完全性 
過剰    

漏れ    

論 理 

一貫性 

書式一貫性 
   

概念一貫性 
   

定義域一貫性 
   

位相一貫性 
   

位 置 

正確度 

絶対又は外部 

正確度 

   

相対又は内部 

正確度 

   

ｸﾞﾘｯﾄﾞﾃﾞｰﾀ位置 

正確度 

   

時 間 

正確度 

時間測定正確度 
   

時間一貫性 
   

時間妥当性 
   

主 題 

正確度 

分類の正しさ 
   

非定量的属性の

正しさ 

   

定量的属性の正

確度 

   

1.データ品質適用範囲は、品質評価の対象とするデータの内容又は範囲を記述する。 

（地物の名称等データの特性や空間的な範囲、時間範囲を指定する。） 

2.品質要求は、製品仕様書に記述されている品質要件の概要を記述する。 

3.品質評価方法は、製品仕様書に記述されている品質評価方法の概要を記述する。 

4.品質評価結果は、品質評価方法に基づいた評価結果を記述する。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第３２号（その１） 
 

 
 
  国有林名  

   
 
              都道          郡          町 
 所在       府県      市      村 大字  

   

 

 

 

 

 

 

 

境   界   簿 
   

 
 
               担 当 者   
 境 界 確 定 
               期   間  自       年    月    日 
                          至        年    月    日 

   
 
 
               担 当 者   
 境 界 測 量  
               期   間  自       年    月    日   
                 至       年    月    日  

   
 
 
   
 
 
               担 当 者   
 簿 冊 調 整  
               年 月 日          年    月    日 

   
 
 
 
 
                               森林管理局      森林管理署（支署）（事務所） 
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様式第３２号（その２） 

                          境         界 

国      有      林 境 界 標 

境 界 

記 事 

隣    接    地 

町

 

村 

大

 

字 

字 地番 

地

 

目 

現

 

況 

番

 

号 

種

 

類 

位

 

置 

町

 

村 

大

 

字 

字 地番 

地

 

目 

現

 

況 

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

                

  注 方眼は５ｍｍ目とする。 
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    簿 

所有者又は管理者 実 測 界 線 

境  界  図 

住 所 氏 名 

測

 

点 

視

準

点 

（方位角） 

 

方向角 

距離 

    ° ′ ″ m              
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様式第３３号（その１） 

     境 界 確 認 書 
 

 この境界簿のとおり相違ないことを認めます。  

      年   月   日 
 

                   森林管理局長                                            

  立会人                                                              

 
隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   
 

 
隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   
 

 
隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   
 

 
隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   
 

 
隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   
 

 
隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   
 

 
隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   
 

 
隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   
 

  注 様式第３１号と一括してとじること。 
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様式第３３号（その２） 
 

隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   

隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   

隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   

隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   

隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   

隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   

隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   

隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   

隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   

隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   

隣接地             住所  
  者       年   月   日 

                                氏名                                   
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様式第３４号 
 

 
 
   
  国有林名    

   
    
  
 
 
 
 

図  根  測  量  簿 
 

（ 座 標 系      ） 
 
 
 
 
 
                         自       年    月    日 
            測 量 期 間 
                     至        年    月    日 

        
                  
 
 
                
   
             担  当  者       

       
              
 
 
   
                                                             （読定単位    秒） 
   使用器械 
                                                （読定単位     mm ） 

   
   使用ソフトウェア                       
   及びバージョン 

   
 
 
 
 
                 森林管理局      森林管理署（支署）（事務所） 
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様式第３５号 基 準 点 抄 写 簿 

 図 根 点 成 果 表 

 座標系           （冠字）                        

（等級）           （番号）        （標石番号）           

 Ｂ ＝  ° ′ ″  Ｘ ＝   m   

Ｌ ＝     Ｙ ＝     

ｔ ＝－     Ｈ ＝     

 
                                               縮尺係数  

視 準 点 方  向  角  球  面  距  離  平  面  距  離  

 ° ′ ″  m   m  

       

       

       

       

       

       

備
考 

 

 

 座標系           （冠字）                        

（等級）           （番号）        （標石番号）           

 Ｂ ＝  ° ′ ″  Ｘ ＝   m   

Ｌ ＝     Ｙ ＝     

ｔ ＝－     Ｈ ＝     

 
                                               縮尺係数  

視 準 点 方  向  角  球  面  距  離  平  面  距  離  

 ° ′ ″  m   m  

       

       

       

       

       

       

備
考 

 

    注 不要な表題を消す。
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様式第３６号 

              観 測 手 簿 

                           （任意様式の例示） 

観測点名        標石番号        観測年月日 

観測状況                    観測者 

器械高         器械番号        天 候 

気 温         気  圧        ＰＰＭ 

開始時刻        終了時刻 

 

目 望 番    視 準 点       水  平  角 
  遠                                              倍 較 

盛  鏡 号      名称・番号  観測角   結 果    角 差 平均値 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 倍角差・観測差 

 

望  視 準 点    鉛 直 角  r－ l =2Ｚ    斜 距 離         目標高 
遠                         90±α=Ｚ                  較  
鏡  名称・番号    観測角   (    ) α   観測値(1) (2)  差 
 
 
 
 

 

 

較
差 
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様式第３７号  

   観測記簿    測系  

                                   （任意様式  

  器械点  視準点   水平角     斜距離    高度角     器械高   目

標 高 

   (m)          ° ′  ″        (m)      ° ′  ″         (m)        
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 測量                        備  考  

の例示）  

 標   高   水平距離  球面距離       平面距離  

    (m)      (m)       (m)           (m)  縮尺係数  
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様式第３８号 

        多 角 測 量 座 標 計 算 簿 

路線番号 （         ）    自        至 

測 点 名 
夾  角 

β 
δβ 

方向角 
α 
 

距  離 
Ｓ 
 

 
 
± 

ｙ 
⊿ｙ 
δｙ 

 
 
± 

ｘ 
⊿ｘ 
δｘ 

          － 
m 

 － 
m 

 

 ° ′ ″              

    ° ′ ″ 
m 

 －   －   

          －   －   

          －   －   

 ° ′ ″              

    ° ′ ″ 
m 

 －   －   

          －   －   

          －   －   

 ° ′ ″              

    ° ′ ″ 
m 

 －   －   

          －   －   

          －   －   

 ° ′ ″              

    ° ′ ″ 
m 

 －   －   

          －   －   

          －   －   

 ° ′ ″              

    ° ′ ″ 
m 

 －   －   

          －   －   

          －   －   

 ° ′ ″              

    ° ′ ″ 
m 

 －   －   

          －   －   

Σβ＝ ° ′ ″ΣＳ＝ Σ(+)   Σ(+)   

-(ｎ±1)180°＝    ｄＳ＝±  Σ(-)   Σ(-)   

＝      ＝± 
ΣΔＹ 
 
-   

ΣΔＸ 
 
-   

＋ｄａ＝     ＝±  
Ｙｏｉ 
 
-   

Ｘｏｉ 
 
-   

＝      ＝±１／ 
Ｙ’ｉ 
 
-   

Ｘ’ｉ 
 
-   

－ｄｂ＝     
Ｙｉ 
 
-   

Ｘｉ 
 
-   

Σδβ＝     
ΣδＹ 
 
-   

ΣδＹ 
 
-   

22 yx δδ 

ΣＳ

ｄＳ
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様式第３９号 

路線番号           多 角 測 量 高 低 計 算 簿 

既知点名 １     

求点名   ２     

鉛
直
角 

直（α１） － ° ′ ″－ ° ′ ″－ ° ′ ″－ ° ′ ″

反（α２） －    －    －    －    

α －    －    －    －    

球面距離 (S) 
m 
 

m 
 

m 
 

m 
 

既知点標高(H1)         

高 低 差  ( h ) －  －  －  －  

両 差   ( k ) －  －  －  －  

器 械 高  ( i ) －  －  －  －  

測 標 高  ( f ) －  －  －  －  

求点標高(H 2 )         

誤 差 修 正 量 －  －  －  －  

     

決 定 標 高         

路線番号     

既知点名  １     

求点名   ２     

鉛
直
角 

直（α１） － ° ′ ″－ ° ′ ″－ ° ′ ″－ ° ′ ″

反（α２） －    －    －    －    

α －    －    －    －    

球面距離 (S) 
m 
 

m 
 

m 
 

m 
 

既知点標高(H1)         

高 低 差  ( h ) －  －  －  －  

両 差   ( k ) －  －  －  －  

器 械 高  ( i ) －  －  －  －  

測 標 高  ( f ) －  －  －  －  

求点標高(H 2 )         

誤 差 修 正 量 －  －  －  －  

     

決 定 標 高         
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様式第４０号（その１） 

   多角測量平均計算簿（Ｘ・Ｙ型） 

 

交点    の平均 

路線 

番号 
ΣＳ 

S
P

Σ

1
  αｉ Ｐαｉ 

（  

） 

km 

   
′ ″

  

（  

） 
        

（  

） 
        

（  

） 
        

 ΣＰ   ΣＰα   

 （ｎ－１）ΣＰ   α   

  

路線 

番号 
ｘｉ Ｐｘｉ ｙｉ Ｐｙｉ ｈｉ Ｐｈｉ 

（  ） 
m 
 

m 
 

m 
 

m 
 

m 
 

m 
 

（  ）             

（  ）             

（  ）             

 ΣＰｘ   ΣＰｙ   ΣＰｈ   

 (ΣＰｘ/ΣＰ)ｘ   ｙ   ｈ   

         Ｘ＝         Ｙ＝          Ｈ＝ 

（  ） （  ） 

（  ） （  ） 

（ 
） 

（ 
） 

（ 
） 

（ 
） 

交 
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様式第４０号（その２） 

  多角測量平均計算簿（Ｈ・Ａ型） 

交 １ 及 び 交 ２ の 平 均  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多角路線の補正数 

(  ):(1) (  ):(4) 

(  ):(2) (  ):(5) 

(  ):(3) 

閉 合 差 の 計 算  

 ωα ωｘ ωｙ ωｈ  

(1) ° ′ ″  
m 

  
m 

  
m 

  

(2)              

ω１              

  

(3)              

(4)              

ω２              

  

(1)+(5)              

-(3)              

ω３              

         

 条 件 方 程 式                  距  離 

＋(1)－(2) ＋ω１＝0     Ｓ１ ＝ km .    Ｓ４ ＝ km .     

         ＋(3)－(4) ＋ω２＝0     Ｓ２ ＝  .    Ｓ５ ＝    .     

 ＋(1)    －(3)    ＋(5) ＋ω３＝0     Ｓ３ ＝  .                 

 

 相  関  式               標準方程式の組成  

   Ⅰ Ⅱ Ⅲ     (1.1) (1.3) (2.2) (2.3) (3.3)  

  (1) ＋    ＋      S1+S2 S1 S3+S4 -S3 S1+S3+S5  

  (2) －          
          

 

  (3)   ＋  －       

  (4)   －                        

  (5)     ＋                      

                      平  均  値  

                      （交/） （交２）  

                      α＝ α＝  

                      ｘ＝ ｘ＝  

                      ｙ＝ ｙ＝  

                      ｈ＝ ｈ＝  

                                      

                                      

（ 
） 

（ 
） 

（ 
） 

（ 
） 

（ 
） 

（ 
） 

（ 
） 

（ 
） 

（ 
） 
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様式第４０号（その３） 

多角測量平均計算簿（Ｈ・Ａ型方程式の答解） 

標準方程式の答解  

 (1.1) (1.3) ωα１ δα１ ωｘ１ δｘ１ ωｙ１ δｙ１ ωｈ１ δｈ１  

 -  -  -  -  -  -  -  -  -  -   

 -  -  -  -  -  -  -  -  -  -   

     -  -  -  -  -  -  -  -   

    Ⅰ -  -  -  -  -  -  -  -   
                                                              
 (2.2) (2.3) ωα２ δα２ ωｘ２ δｘ２ ωｙ２ δｙ２ ωｈ２ δｈ２  

     -  -  -  -  -  -  -  -   

     -  -  -  -  -  -  -  -   

     -  -  -  -  -  -  -  -   

    Ⅱ -  -  -  -  -  -  -  -   
                                                              
  (3.3) ωα３ δα３ ωｘ３ δｘ３ ωｙ３ δｙ３ ωｈ３ δｈ３  

   -  -  -  -  -  -  -  -  -   

   -  -  -  -  -  -  -  -  -   

   -  -  -  -  -  -  -  -  -   

   -  -  -  -  -  -  -  -  -   

   -  -  -  -  -  -  -  -  -   

   -  -  -  -  -  -  -  -  -   

    Ⅲ -  -  -  -  -  -  -  -   

 補正数の計算   

  補正数 

番 号 

Ⅰα Ⅱα Ⅲα 補正数 
cm 

  補正数 

番 号 

Ⅰｘ Ⅱｘ Ⅲｘ 補正数 
cm 

  

  -  -  -    -  -  -    

  (1) -    -  -    (1) -    -  -    

  (2) -      -    (2) -      -    

  (3)   -  -  -    (3)   -  -  -    

  (4)   -    -    (4)   -    -    

  (5)     -  -    (5)     -  -    

                                                              

  補正数 

番 号 

Ⅰｙ Ⅱｙ Ⅲｙ 補正数 
cm 

  補正数 

番 号 

Ⅰｈ Ⅱｈ Ⅲｈ 補正数 
cm 

  

  -  -  -    -  -  -    

  (1) -    -  -    (1) -    -  -    

  (2) -      -    (2) -      -    

  (3)   -  -  -    (3)   -  -  -    

  (4)   -    -    (4)   -    -    

  (5)     -  -    (5)     -  -    
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様式第４１号  図根点 

基準点 座標値による方向角，距離計算簿 

   1       

   2       

   y2   
m 
  

m 
  

m 
  

m 
  

m 
 

   y1                 

y2-y1                 

      

x2                 

   x1                 

x2-x1                 

       

y2-y1                 

x2-x1                 

tan t °                

      

t ° ° ′ ″ ° ′ ″ ° ′ ″ ° ′ ″ ° ′ ″

t-T                 

t°-(t-T)＝T1                

180°+t°+(t-T)＝T2                

      

y2-y1 or x2-x1                

sin t° or cos t°                

s                 

S：s                 

   S                  

    km   km   km   km   km 

y2+y1                 

                 

ｍ                 

x2-x1                 

y2-y1                 

t-T                 

                 

t°角の象限 ( )° ′ ″ m  

 

 ( )   .   

y2-y1 x2-x1 t° ( )      

＋ ＋ Ⅰ＝   t°   .   

＋ － Ⅱ＝180°-t°   .   

－ － Ⅲ＝180°+t°  ( ) ( )    

－ ＋ Ⅳ＝360°-t°  ( ) ( )    
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様式第４２号 

       Ｇ Ｎ Ｓ Ｓ 観 測 記 録 簿 

観 測 年 度      年度 観測点名 等三角点    等基準点    等図根点  

受 信 機 名  観 測 点 □ Ｂ＝Ｃ □ Ｂ≠Ｃ 

受信機番号   アンテナ名   

観 測 点 ID   アンテナ番号  

観測年月日   使用した周波数 □ １周波 □ ２周波 

通算日及びｾｯｼｮﾝ  天 候 □ 晴  □ 曇  □ 雨  □ 雪 

観 測 場 所 □ 地上 □ 屋上 観 測 者  

観測開始時刻    ｈ  ｍ 
□ JST 

器械高測定  

 延長ポール ．   ｍ 
□ UTC 

観測終了時刻    ｈ  ｍ 
□ JST 

① アンテナ定数 ．   ｍ 
□ UTC 

観 測 時 間    ｈ  ｍ ② 測 定 値 ．   ｍ 

観 測 状 況 □ 三脚 □ タワー ③ アンテナ高 ．   ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（□石 □金 □杭または鋲） 

GNSS タワー 

（□石 □金 □杭または鋲） 

三 脚 
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様式第４３号  

           ＧＮＳＳ測量観測手簿    

                        
        観測点      ：  
 
        受信機名     ：  
        受信機番号    ：  
    アンテナ名    ：  
    アンテナ番号   ：  
     
        データ取得間隔  ：            秒  
    最低高度角    ：            度  
    最少衛星個数   ：            衛星  
 
    アンテナ底面高  ：              ｍ  
 
 
    セッション名   ：  
 
    観測開始  日時  ：    年   月   日     時   分   UTC 
    観測終了  日時  ：      年   月   日     時   分   UTC 
 
電波の受信状況  
 
衛星 NO.   ｜                                                          
 ｜  
衛星 NO.   ｜                                                          
 ｜  
衛星 NO.   ｜                                                          
 ｜  
衛星 NO.   ｜                                                          
 ｜  
衛星 NO.   ｜                                                          
 ｜  
衛星 NO.   ｜                                                          
 ｜  
衛星 NO.   ｜                                                          
 ｜  
衛星 NO.   ｜                                                          
 ｜  
 
 
衛星の状況  
 
  衛星番号   NO.  NO.  NO.  NO.  NO.  NO.  NO.  NO.  
 
衛星の状態  
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様式第４４号  

            ＧＮＳＳ測量観測記簿  

                          
解析ソフトウェア  ：  
使用した軌道情報  ：  
使用した楕円体   ：  
使用した周波数   ：  
基線解析モード   ：  
        セッション名  ：  
解析使用データ  開始  ：     年  月  日    時  分    UTC 
                終了  ：       年  月  日    時  分    UTC 
     最低高度角  ：         度  
                気圧  ：     hPa  温度：   °Ｃ    湿度：     ％  
 
観測点  １：                         観測点  ２：  
 
受信機名 (NO.)：      (  )   受信機名 (NO.)：            (  ) 
アンテナ名(NO.)：            アンテナ名(NO.)：  
PCV 補 正(ver.)：            PCV 補 正(ver.)：  
アンテナ底面高＝         m     アンテナ底面高＝           m  
 
起   点  ：                         終   点   
緯   度   ＝   °  ′   ″ .          緯   度   ＝   °  ′   ″ . 
経   度   ＝    °  ′   ″ .          経   度   ＝    °  ′   ″ . 
楕円体高  ＝              m        楕円体高  ＝                m 
 
座標値  Ｘ＝            .   m        座標値  Ｘ＝             .   m 
座標値  Ｙ＝            .   m        座標値  Ｙ＝             .   m 
座標値  Ｚ＝            .   m        座標値  Ｚ＝             .   m 
                                                                 
解析結果  
         解の種類：       バイアス決定比：    . 
 
観測点  観測点      DX       DY       DZ     斜距離  
  １       ２           .   m         .   m         .   m          .   m 
      標準偏差       .             .             .              . 
   偏心補正  
 
 
観測点  観測点    方位角         高度角     測地線長    楕円体比高  
  １       ２        °  ′   ″ .      °  ′   ″ .           .   m         .   m 
  ２       １        °  ′   ″ .      °  ′   ″ .              
 
分散・共分散行列  
             DX       DY      DZ 
DX       . 
DY       .               . 
DZ       .               .               . 
 
使用したデータ数  ：             棄却したデータ数：     棄却率：      ％  
使用したデータ間隔：     秒
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様式第４５号（その１） 
 

 
 
  国有林名  

   
 
              都道          郡          町 
 所在       府県          市          村 大字  

   
 
 
                           林管理署（支署）（事務所）（    林班） 

   
 

 

 

      測 量 手 簿 
   

 
                                （座標系 第   系） 
                                                
 
                             自       年    月    日 
                    測量期間        
                              至        年    月    日 
   
 
                
  
               担 当 者   

            
 
                                                              分 
                    使用器械                   読定単位    秒読 

   
                
  
                    使用ソフトウェア 
                    及びバージョン 

   

 
   
 
 
 
                                      森林管理局  

   
 

 

 



 

59 

 

様式第４５号（その２） 

                境     界    測 

測
点
の
番
号 

視準点 水      平      角 鉛   直   角 

番 
 

号 

標 
 

識 

正  位 反  位 中  数 夾  角 正  位 反  位 中  数 

         
βｎ 

      
θｎ 

° ′ ″ ° ′ ″ ° ′ ″ ° ′ ″° ′ ″° ′ ″° ′ ″

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

                        

  

測系番号  



 

60 

 

  量     手    簿 （見取図   頁） 

斜   距   離 水

平

距

離 

器

械

高 

測

的

高 

高

低

差 記   事 
１ 回 

 

２ 回 

 

中 数 

ｓ 

Sn 
(Scosθn) 

ｍ 

(1) (2) (Ssinθ+(1)-(2)) 

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ±  ｍ 
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様式第４６号 

        測量見取図（手簿  頁） 
測系番号   

所在 
 都 道  郡  町 

大字  字  府 県  市  村 
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様式第４７号（その１） 
 

 
 
  国有林名  

   
 
              都道          郡          町 
 所在       府県          市          村 大字  

   
 
 
                            森林管理署（支署）（事務所）（    林班） 

   
 

 

 

 座 標 及 び 高 低 計 算 簿 
   

 
 
 
 

座標系 第  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               担 当 者   

            
                
  
                    使用ソフトウェア 
                    及びバージョン 

   

 
   
 
 

                                    森林管理局  
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様式第４７号（その２） 

                  座 標 及 び 

測

点

番

号 

視

準

点

番

号 

夾 角 方向角 水平距離 座  標  差 高低差 

βｎ θｎ Ｓｎ ⊿ｙｎ ⊿ｘｎ ⊿ｈｎ 

手簿か 

ら転記 

配
布
量 

(θｎ－１＋βｎ±180) 
手簿か 

ら転記 
(Ｓｎ･sinθｎ) 

配
布
量 

(Ｓｎ･cosθｎ) 
配
布
量 

手簿か 

ら転記 

配
布
量 

° ′ ″
 

° ′ ″
ｍ  ±  ｍ  

mm 

(cm) ±  ｍ  
mm 

(cm) ±  ｍ  
mm 

(cm) 

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

測系番号  
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高 低 計 算 簿 

視準点 座   標   値 標 高 

記    事 
番

号 

標

識 

Ｙｎ Ｘｎ Ｈｎ 

   

(Ｙｎ－１＋⊿ｙｎ) (Ｘｎ－１＋⊿ｘｎ) (Ｈｎ－１＋⊿ｈｎ) 

±        ｍ ±        ｍ         ｍ 
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様式第４８号（その１） 
 

 
 
  国有林名  

   
 
              都道          郡          町 
 所在       府県          市          村 大字  

   
 
 
                             
 
 

 

 

 面  積  計  算  簿 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               担 当 者   

            
                
  
                    使用ソフトウェア 
                    及びバージョン 

   

 
   
 
 
 

                         森林管理局    森林管理署（支署）（事務所） 
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様式第４８号（その２） 

                 面  積  計 

計
算
系
番
号 

測
系
番
号 

境界点

の番号 

Ｙｎ ⊿Ｘｎ 倍    積 

（座標計算簿から転記） （Ｘｎ－１－Ｘｎ＋１） (Ｙｎ)×(⊿Ｘｎ) 

±  ｍ  ±  ｍ  ±   ｍ２  
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 算   簿（座標法） 

Ｘｎ ⊿Ｙｎ 倍   積 

記   事 （座標計算簿から転記） （Ｙｎ＋１－Ｙｎ－１） (Ｘｎ)×(⊿Ｙｎ) 

±  ｍ  ±  ｍ  ±   ｍ２  
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様式第４８号（その３） 

                  面積計算簿（プラ 

境界基本

図又は面

積計算順

序図番号 

求積の範囲 基準読数 

第１回 第２回 第３回 

平  均 

読数 差 読数 差 読数 差 
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 ニメーター法） 

係  数 

面    積 

備  考 

算    出 ±  修 正 値 決   定 

ｍ２ ｍ２   ｍ２  ｍ２   
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様式第４９号 

図根点成果表 その１ 
 世界測地系（測地成果○○○○） 

ジオイド・モデル○○○○ Ver.○ 

 調製  年  月  日 
 
 
 
 

 
 
 

図 根 点 成 果 表 
 
 
 
   （AREA  ） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        
                                         
  Ｂ                Ｘ                    
                                        
  Ｌ                Ｙ                    
                                        
 
 
  Ｎ                Ｈ   
                  
                   ジオイド高 
 
                   柱石長 
 
                   縮尺係数 
 

視準点の名称 平均方向角 距 離 備 考 

  

 
ｍ 
 
 
 
 
 
 

 

埋標型式 地  上 地  下 屋  上 
標  識 

番  号 

標  石 

金 属 標     
 

 

                                        
（計画機関名：         ） 

注 厳密水平網平均計算用（距離は球面距離） 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第５０号 

図根点成果表 その２ 
 世界測地系（測地成果○○○○） 

ジオイド・モデル○○○○ Ver.○ 

等級： 調製  年  月  日 

点の 
番号 

Ｘ Ｙ 
辺  長 方 向 角 標  高 ジオイド高 

Ｓ Ｔ Ｈ  
 ｍ 

・ 
ｍ 
・ 

ｍ 
 
・ 

゜ ′ ″ 
－  － 

ｍ 
・ 

ｍ 
・ 

 

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

・ ・ ・ ・ 

・ －  －  

    

・ －  －  

  ・ ・   

座標系：     縮尺係数：       網平均計算の種類： 
（計画機関名：          ） 

注１ 号線（１）より順に記載し、号線が変わるごとに１行あけて次の号線を記載する。 

注2 簡易水平網平均計算用（辺長は球面距離） 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第５１号 

点 の 記 

ふ り が な 
点    名 

 
1/5万図名 １/2万図名  

   

選 点 番 号       第       号 設置区分 （保護石  個） 

標 識 番 号 第         号 柱 石 長  

所  在  地 
 

 地 目  

所  有  者 
 

 

選    点  選 点 者  

設    置  設 置 者  

観    測  観 測 者  

自動車到達地点  

歩 道 状 況  

徒歩時間(距離)  

点周囲の状況  

履 歴 （１）  

履 歴 （２）  

 
備   考 

 

 
アンテナ高  ｍ 

  

 

要 図   縮尺：1/ 
Ｎ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（計画機関名：          ） 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第５２号 

基  準  点  現  況  調  査  報  告  書 
   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

 

作  業　名

自：
　　　　日間 作業機関名

至： 調　査　者          　       　　印

1/2.5万 級 名  称 所   在   地 

図 名 種類 （番号） （市町村名）

日詰 Ⅲ△ 是(3) 白山 ○○市 正常

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

現況地目番号

調査年月日

  年    月　　日

  年    月　　日

備　　　考現況区分



 

 

7
4

様式第５３号 

 

測 量 標 設 置 位 置 通 知 書 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

級 番　号 名　称 種　類 番　号

○○県○○郡○○町○○字○○２４６－８

点
所　　　　　在　　　　　地

標　　識
地 目 設置年月日 備     考
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5

様式第５４号 

 

測 量 標 新 旧 位 置 明 細 書 

 
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第５５号 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

          委    任    状 
 

 

 

 

          都道        郡        町 

          府県        市    村 大字    字      番地 

 

 

                氏 名 

 

 

   私都合により、上記の者を代理人と定め、下記の権限を委任します。 

 

 

記 

 

          都道        郡        町 

          府県        市    村 大字    字       

 

   国有林野に隣接する私の所有地に関する一切の権限 

 

         令和  年  月  日 

 

 

          都道        郡        町 

          府県        市    村 大字    字      番地 

 

 

                                氏 名                         

  注 １ 代理人が立会う場合の委任状 

       ２ この様式は、標準とする。



 

 77

様式第５６号 

 

 

 

請      書 
 

 

 

 

           都道        郡        町 

           府県        市    村 大字    字 

 

に 接 続 す る 私 の 所 有 地 大 字     字    番 地 は 、 現 地 と  

公 図 が 相 違 い た し ま す が 、    年  月  日 現 地 立 会 に よ り  

  指 示 し た 点 が 正 確 で あ る こ と を 認 め ま す 。  

 

   

 

       令 和    年    月    日  

 

 

 

        都 道       郡    町  

        府 県       市    村  大 字    字      番 地  

 

 

              氏  名                   

 

 

 

 

        森 林 管 理 局 長  殿  

  注 公図と現地が相違する場合の請書
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様式第５７号 

 

 

 

証   明   書 
 

 

 

 

         年   月   日 現 地 調 査 を い た し ま し た が 、 右  

 

 

    の 申 出 の と お り 相 違 な い こ と を 証 明 し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

         令 和   年   月   日  

 

 

 

 

 

 

          都 道          市  

          府 県     郡     町 長                 

村  

 

 

 

 

 

  注 １ この証明書は、様式第５５号の請書に基づき、市町村長が発行するも

のである。 

      ２ 証明書は、市町村の実情により、別の様式又は請書の下部余白に記入

したものでも差し支えない 
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様式第５８号（その１）（はがきによる通知書・裏） 

 

 

境 界 標 設 置 の お 知 ら せ  

 

 

                       森 林 管 理 署 （ 支 署 ） (事 務 所 )管 内  

 

          都 道         郡         町  

          府 県         市         村  大 字      字  

 

 

国 有 林 と 、 隣 接 す る あ な た の 所 有 地 と の 境 界 に お け る 測 量 作

業 を 終 了 し 、 境 界 を 明 ら か に す る た め 、 下 記 の と お り 境 界 標 を

設 置 い た し ま し た の で 、 お 知 ら せ し ま す 。  

 

記  

 

 

 字 名 
境 界 点 

番 号 

標 識 

種 類 
字 名 

境 界 点 

番 号 

標 識 

種 類 
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様式第５８号（その２）（はがきによる通知書・表） 

 

郵 便 は が き  

 

 

 

 

 

 

              都道           郡          町 

              府県           市          村  

 

              大字        字      番地 

  

                                                       殿 

 
 〒         
 
 
               森  林  管  理  局  
 
                   課  長  
 
           電  話    （    ）     内 線  

   

 

        担 当 者 

 

        氏  名 

 

        電  話    （     ）     内 線  

 

                 令 和    年    月    日  

 

  注 １ 差出し人は、局実行のものにあっては、当該担当課長、森林管理署長等が
実行するものにあっては当該森林管理署長等の名義とする。 

２  契 印 を 取 っ て 発 送 す る こ と 。  
   ３ この表は、様式第５８号、第５９号及び第６０号にも用いる。
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様式第５９号        （はがきによる通知書・裏） 

 

 

 

境界検測作業についてのお知らせ 
 

 

 

このたび、                  大字    字    番地の

あなたの所有地と国有林との境界保全のため、境界検測作業（境界の

刈払い、境界標の増設、改設、補修、予備標の設置並びに補点の設置

等）を行いますので、お知らせいたします。 

この作業は、  年   月   日から   年   月   日の間を予

定しておりますが、作業に当たり、あなたの土地へ立入り、また、測

量の支障となる草木類を最小限度に切らせていただくこともあるかと

思いますが、あらかじめご了承いただきたくお願いいたします。 

なお、本状についてご不審あるいはご意見がありましたら、表記又

は下記へご連絡ください。 

記  

  

  連絡先        

       

   森林管理署（支署）(事務所)     森林事務所 

 

       電  話  

       所在地  

   

     現地実行者（請負者） 

 

       住  所  

       氏  名  

       電  話  

郡      町 
市      村 
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様式第６０号      （はがきによる通知書・裏） 

 

 

境 界 検 測 作 業 終 了 に つ い て の お 知 ら せ  

 

     年    月    日 付 け で お 知 ら せ い た し ま し た 、

        都 道         郡         町            

        府 県         市         村  大 字        

字      の あ な た の 所 有 地 と 隣 接 す る 国 有 林 と の 境 界 に つ  

い て 、境 界 検 測 作 業 を 終 了 し 、境 界 を 明 ら か に す る た め 、下 記 の  

と お り 境 界 標 を 整 備 い た し ま し た の で 、 お 知 ら せ い た し ま す 。   

記  

 

 字 名 
境 界 点 

番 号 

標 識 

種 類 
整備内容  

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      
 

注  整備内容は、境界標の増設、改設、補修、予備標設置及び補点設置等

の区分を記入する。 
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様式第６１号      （はがきによる通知書・裏） 

 

 

境 界 標 復 元 に つ い て の お 知 ら せ  

 

 

    年   月   日 付 け で ご 承 諾 い た だ き 、 一 時 撤 去 し

て お り ま し た 下 記 の 境 界 標 に つ い て 、 既 往 の 測 量 成 果 に 基 づ

き 、    年   月   日 に 復 元 い た し ま し た の で 、 お 知 ら せ

い た し ま す 。   

 

記  

 

 

 字      名 
境 界 点 

番 号 

標 識 

種 類 
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様式第６２号 

 

 

 

承    諾    書 
 

              都道          郡          町 

              府県          市      村大字 

 

     に 所 在 す る      国 有 林 と 隣 接 す る 私 所 有 地  

 

           町  

           村  大 字            字  

 

        と の 境 界 に つ い て 、 下 記 の と お り  

        す る こ と を 承 諾 す る 。  

 

記 

 

 

既 設 境 界 標 番 号 
作  業  内  容  等  

備  考  

 

作業内容 新番号等 標識種類 

     

     

     

     

     

 

  令 和   年   月   日  

 

            住  所  

 

            氏  名             

 

        森 林 管 理 局 長  殿  

 

 

  注  本文及び表中の作業内容欄には、境界補点標を設置、境界標を一時撤去、 

       境界標番号を変更等の必要事項を記入する。
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様式第６３号 

 

 

 

図 根 点 設 置 承 諾 書 
 

 

 

    森 林 管 理 局 が 実 施 す る 公 共 測 量 の た め 、 図 根 点 標 識 を  

 

   私 の 所 有 地  

 

        都 道       郡    町  

        府 県       市    村 大 字     字       番 地  

 

   籍 内 に 設 置 す る こ と を 承 諾 し ま す 。  

 

    な お 、 こ れ を 今 後 保 存 す る こ と に 異 議 が あ り ま せ ん 。  

 

 

        令 和    年    月    日  

 

                住  所  

                氏  名                        

 

        森 林 管 理 局 長  殿  
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様式第６４号 

 

 

 

境 界 点 再 確 認 書 
 

 

        都 道       郡    町  

        府 県       市    村 大 字  

 

                   国 有 林 と 、 私 の 所 有 地  

 

       都 道       郡    町  

       府 県       市    村 大 字  

 

  字         番 地 と の 境 界 は 、     年   月   日 、  

  現 地 に 立 会 再 確 認 い た し ま し た 。  

   な お 、 こ の 点 を 将 来 ま で 明 ら か に す る た め 、 境 界 標 を 設 置 し 、  

  そ の 位 置 は 、 森 林 管 理 局 に お い て 調 製 す る 測 量 図 簿 を も っ て 示  

  す こ と に 異 議 あ り ま せ ん 。  

 

 

       令 和    年    月    日  

 

             住  所  

             氏  名                          

 

        森 林 管 理 局 長  殿  
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様式第６５号（その１） 

 

 

              国 有 林  

 

         森 林 管 理 局     森 林 管 理 署 （ 支 署 ） (事 務 所 ) 

 

 

 

 

境  界  検  測  野  帳  
 

   検 測  

担 当 者   

  

期  間  
自        年    月    日  

至        年    月    日  

 

 

 

 

境 界 標 再 掲 表  

 

 
種  類  

処 置 し な

い も の  
補 修  増 設  改 設  計  備 考  

 

石 標        

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 標        

小 ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 標        

天 然 岩 石 標        

固 定 地 物 標        

金 属 標        

そ の 他        

計        
 



 

 88

 
様式第６５号（その２） 
      国有林   

  （      市町村大字    ）          境  界  検 

境界標 実 測 界 線 

境 界 

記 事 

隣 接 地 管理者又は所有者 

番 

号 

種 

類 

位 

置 

測 

点 

視
準
点 

（磁針方

位）方位角 
距離 

町 

村 

大 

字 

字 

地 

番 

地 

目 

現 
況 

住 所 氏 名 

     ° ′ ″ ｍ           

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

                   

   注 境界標処置欄は増設、改設、補修の別を記入する。  
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測  野  帳 

番 号 磁針方位（水平角） 鉛 直 角 距  離 境 界 標 

記 事 測 

点 

視
準
点 

（正

位） 

前視 

（反

位） 

後視 

中数 
（正

位） 

（反

位） 
中数 

（読数） 

斜距離 
水平距離 

処 
置 

種 

類 
位 

置 

  ° ′ ″ ° ′ ″ ° ′ ″ ° ′ ″ ° ′ ″ ° ′ ″ ｍ  ｍ      
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様式第６６号 

                                 撮 影 作 業 日 誌 
                                                         
   会社名        航空機ＪＡ       カメラ       撮影士          操縦士         整備士       
  

年

月

日 

撮
影
地
区
名 

飛

行

基

地 

飛行基地気象 撮影地区気象 

作業内容 

     飛行時間 

撮影コース 

及  び 

撮 影 枚 数 

摘  要 天 

気 

雲 

量 

視程 

 

(km) 

天 

気 

雲 

量 

下 

層 

雲 

高 

風 

向 

風 

速 

離
陸 

着
陸 

飛 行

時 間 

                     

         

                     

         
                     

         
                     

         
                     

         
                     

         
                     

         
                     

         
                     

         
                     

         

       注 １ 気象欄は、上段に９時、下段に１２時の観測結果を記入する。 

      ２ 天気欄は、 快晴  晴  曇   雨   霧  雪   あられ  煙霧の記号で記入する 
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様式第６７号 

座標系                  成   果  表  

森林管

理署等 

点 

名 
種 類 

緯 度  経 度  座 標 値 標 高 所 在 

地 Ｂ  Ｌ  Ｘ Ｙ Ｈ  

   
°′ ″  °′ ″  m 

 
m 

 
m   

 

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

            

  注 成果の種類に応じ、次の成果名を表題に記入する。「基準点」、「空中図根点」、「パスポイント・

タイポイント」、「標定点」 
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様 式 第 ６ ８ 号  

標定点明細表 

 

 用 紙 の 大 き さ は 、 日 本 産 業 規 格 Ａ ４ と す る 。  
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様式第６９号 

カメラキャリブレーション実施記録簿（基本原図作成） 

 
 

地 区 名 

地 方 名 

  

カメラ 

キャリブレーション

実施年月日 

 
撮影年月日 

 作 業 機 関 名  主 任 技 術 者  

  作 業 実 施 者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
。

カ
メ
ラ 

名称  

シリアル番号 No.  

画素数    pixel ×  pixel 

センササイズ  mm ×  mm － 

1画素あたりの大きさ μm 

放射方向歪み量 dr (μm) 

距離r (mm) 歪み量 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

最大(μm) 
 

 
歪み曲線 

 

 
センサ中心からの距離（mm） 

 
歪 み 図 

歪み補正の名称 放射方向歪み+接線方向歪み 

レ
ン
ズ 

名称  

シリアル番号 No. 

焦点距離 mm 

画角 ° 

カメラキャリブレーションに 

使用したソフトウェア 

 

補正モデル式 

                               

                                

             +                      

パラメータ 記号 値 

焦点距離 f  
mm 

 
主点位置のズレ 

x p  
mm 

y p  
mm 

 

 

 

放射方向歪み係数 

k 1  

k 2  

k 3  

  

  

 
接線方向歪み係数 

p 1 
 

p 2 
 

 
画像座標の残差(RMS) 

  
pixel 

 
 

 
 

接線方向最大歪み量 (μm) 

 

 

注 1. パラメータ欄には歪み補正の名称を記載する。 

接線方向歪みの補正を行っていない場合は接線方向歪み係数欄を斜線にて削除する。 

2. 記号欄には補正モデル式に記した補正項の記号を記載する。 

 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

注 原点位置と座標軸を記載す

る

注 1.補正前と歪み補正後を重ね合わせた図を掲載する。 

2.放射方向歪みに関する図と接線方向歪みに関する図の掲載を原則とする. 

 

𝛥𝓍 ൌ 𝓍・𝑑𝑟 𝑟ൗ ൅ 𝑝ଵ・ሺ𝑟ଶ ൅ 2𝓍ଶሻ ൅ 2・𝑝ଶ・𝓍・𝑦 

𝛥𝑦＝ 𝑦・𝑑𝑟 𝑟ൗ ൅ 𝑝ଶ・ሺ𝑟ଶ ൅ 2𝑦ଶሻ ൅ 2・𝑝ଵ・𝓍・𝑦 

ሺ𝑑𝑟 ൌ 𝑘ଵ・𝑟ଷ ൅ 𝑘ଶ・𝑟ହ ൅ 𝑘ଷ・𝑟଻，𝑟 ൌ ඥ𝑥ଶ ൅ 𝑦ଶሻ 
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様式第７０号  

           対 空 標 識 見 取 図  

等  級  点  名  
 

 
１／５万図葉名 

 

 
作  業  者  

 

 

森 林 管 理 署 等  
 

 対

空

標

識

高 

標 石 か ら  
m  

 

 

 
点  検  者  

 

 

林 小 班 (地 番 ) 

 

 

 

 

偏 心 杭 か ら  
 

 

 

 
設 置 年 月 日  年  月  日  

地 面 か ら  
 

 

 

 

座

標

値

等

 

Ｘ ・ Ｙ ・ Ｈ  Ｘ  Ｙ  Ｈ  

本   点  
m  

 
 

m  

 
 

m  

 

 

 

偏  心  点      
 

 

 

 

予  備  点      
 

 

 

 

 

点 付 近 の 見 取 図                                                            

                                                          Ｎ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｎ    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引 伸 し 写 真 （ ６ cm×６ cm） を 貼 付 す る 。  
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様式第７１号 

標  定  図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左

図

葉

名  

撮影地区 

指定番号 
0 8－ 2 3  

撮 影 

地区名 
 

 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

撮影計画 

機  関 
林 野 庁  

使 用 

カメラ 
 

撮影作業 

機  関 
 焦点距離  

撮  影 

年 月 日 
 

撮影縮尺 

（地上画素寸法） 
 

 

新庄  

 

上図葉名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右

図

葉

名  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下図葉名  

  注）1. 図葉名等は例示である。 

        2. 表紙に接図を入れるものとする。 

    3. 撮影地区指定番号等は例示である。 

    4. 障害の有無に応じて凡例を記入するものとする。 

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ３

Ｃ４

Ｃ５

Ｃ５Ａ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

11

1 2 3

10987654321

10987654321

10987654321

10987654321
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様式第７２号 

対空標識点明細表 

世界測地系（測地成果○○○○） 

等 級 点 名  1/2.5万図名  作 業 者  

標識の様式 

Ａ Ｂ Ｃ 

 

Ｄ Ｅ 
標
識
点 

標石より 

 

偏心杭より 

ｍ 

． 

． 

点 検 者  

標 識 の 色 
 白 地面より ｍ 

． 
設置年月日 年  月  日 

座標系  Ｘ  ･  Ｎ Ｙ  ･  Ｅ Ｈ 

点
の
座
標 

本 点 
            ｍ 

，   ，   ． 
            ｍ 

，   ，   ． 
ｍ 

 ． 

偏心点 
            ｍ 

，   ，   ． 
            

，   ，   ． 
 

 ． 

予備点 
            ｍ 

，   ，   ． 
            

，   ，   ． 
 

 ． 

点付近見取図 地 上 写 真 

Ｎ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北 

Ｃ－No.    ↑    Ｃ－No. 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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9
7 

様式第７３号 

デ ジ タ ル 航 空 カ メ ラ 撮 影 記 録 簿 

地区名 
 

作業機関 
 

撮影士 
 

操縦士 
 

整備士 
 

撮影年月日 年  月  日 基地 
 

機体 JA カメラ 
 離 陸  時 分 

ｆ:      mm 着 陸  時 分 

撮影高度 
ft ft 基地標高  m 記録処理ユニット  

飛行時間 
 

時 分 
A m B m 基準面標高 A           m B            m  

地上画素 

寸法 
 

       cm 

 
       cm 

計器高度 m m 
センサーユニット 

計器速度 kt/H 

気 象 天気 
 

気流 
 風向 ° 煙

霧 

 
気温 

ft ℃ 地上(離) ℃
気圧 

離陸 

着陸 

  hPa 

hPa 風速 kt ft ℃ 地上(着) ℃

ｺｰｽNo. 
開始 
時刻 

終了 
時刻 露出 絞り 修正 

角 
数値写真No． 枚数 

進行 
方向 摘要 GNSS/IMU 

 GNSS/IMU初期 
化方法 

 

      ～    （撮影区域全体を表示する） 
      ～    

      ～    

      ～    

      ～    

      ～    

      ～    

      ～    

      ～    

      ～    

      ～    

      ～    

      ～    

      ～    

      ～    

      ～    

      ～    

    -     合 計 

枚    -     

注１．撮影されたコースは、中間検査後撮影略図のコースを赤線で表示する。 
２．採用時に A，B コースと分割して採用されたときは、コース No.欄に「○A，○B」と記載し、撮影略図に AB コースの範囲を明確に表示する。 
３．基準面を異にして撮影する場合は、A，B に区別する。 
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第７４号 

  デジタル航空カメラ撮影諸元 

撮影地区名  作業機関名  主任技術者  

地上画素寸法   cm 使用カメラ（製造番号）  

メディアラベル名  

番号 コース名 数値写真ファイル名 数量 撮影年月日 備考 

1  ～    

2  ～    

3  ～    

4  ～    

5  ～    

6  ～    

7  ～    

8  ～    

9  ～    

10  ～    

11  ～    

12  ～    

13  ～    

14  ～    

15  ～    

16  ～    

17  ～    

18  ～    

19  ～    

20  ～    

21  ～    

22  ～    

23  ～    

24  ～    

25  ～    

26  ～    

27  ～    

28  ～    

29  ～    

30  ～    

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第７５号 

固 定 局 観 測 記 録 簿 

作 業 名  GNSS 受 信 機  

観 測 日 時  作業開始時間  

観 測 者  作業終了時間  

観測地点名  備考 

アンテナ高 ｍ 

 

観測 N

O. 
時 刻 PDOP 衛星数 メモリ残 ﾊﾞｯﾃﾘ残 天候 備考 

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

        

観測状況は 10～15 分間隔で記入すること。 

PDOP、衛星数、降雨等状況が変化した場合も記入すること。 
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第７６号 

空中写真数値化作業記録簿・点検記録簿 

地 区 名 
2500 都市計画図作成 

○○地区 
作業機関 ○○○○株式会社 作業者 ○ ○ ○ ○ 

数値化年月日 2005.12.15 撮影縮尺 1/12,500 航空カメラ RC-30／153.96 

使用スキャナ装置 PhotoScan 

スキャナ 

点検証明書 

取得年月日 

2005.08.22 点検機関 □□□□株式会社 

点検項目 

項 目 内容 良否 備 考 

ランプ 
スキャナランプ切れ・照射不足がない

かを確認する 
良  

電源 
スキャナの電源部分に故障がないかを

確認する 
良  

システム 
数値化ソフトウェアが正常に動作する

ことを確認する 
良  

動作異常 
スキャナ動作時における動作異常がな

いことを確認する 
良  

テストスキャン 
数値化結果に幾何精度・輝度値に異常

がないかを確認する 
良  

 

コース 

No. 

開 始 

時 刻 

終 了 

時 刻 

数値化

寸法 

ビ 

ッ 

ト 

数 

画 

像 

形 

式 

写真番号 
枚

数 

飛 

行 

方 

向 

摘要 

（撮影地域全域を表示する） 
 

4 
11h32
’ 

12h12 0.021 24 TIFF 1 －19 19   

3 
13h05
’ 

13h52 〃 〃 〃 1 －20 20   

2 
14h12
’ 

15h06 〃 〃 〃 1 － 19 19   

1 
15h17
’ 

16h27 〃 〃 〃 1 － 21 21   

5 
16h34
’ 

17h16 〃 〃 〃 1 － 17 17   

          

          

          

          

          

          

          

     枚 合計 

    枚 枚 

数値化寸法の単位は mm とする。ビット数が「8」は白黒、「24」はカラーを意味する。 
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

N 

A 

B 

C１ 

C２ 

C３ 

C４ 

C５ 



 

 

 

1
01

様式第７７号 

標定点・地上レーザスキャナ配置図 

作 業 名 レーザスキャナ名

計測年⽉⽇ 機 器 番 号

計画機関名

作業機関名

主任技術者

点 検 者

器 械 点 名
器 械 ⾼
照 射 数 ( 点 / 秒 )
計 測 範 囲 ( ⽔ 平 ) deg deg

deg
deg

計 測 範 囲 ( 鉛 直 ) deg deg
最⼩計測間隔(⽔平) deg deg

deg

 標定点・地上レーザスキャナ配置図

deg
deg
deg

最⼩計測間隔(鉛直) deg deg

deg
deg

 
注. 配置図には、記号と名称（例：基準点：△123 標定点：○1 器械点：☆1）を記載する。 

 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第７８号 

キャリブレーション記録簿（ＵＡＶレーザシステム点検記録） 

作 業 名 
 ＵＡＶレーザ 

機材名 
 年    月    日 

点検者  

キャリブレーションサイト名  

機器 機器名 機器番号 

ＵＡＶ   

ＩＭＵ   

ＧＮＳＳ   

レーザスキャナ   

レバーアーム値(REF→IMU) Ｘ  Ｙ  Ｚ  

離 陸 時 間  計 測 開 始  

着 陸 時 間  計 測 終 了  

ローリングキャリブレーション 

コース名 対地速度 
対地高度 

(m) 

FOV 

(度) 

パルスレート 

(Hz) 

スキャンレート 

(Hz) 

補正値 

（角度） 備考 

C-        

ピッチングキャリブレーション 

コース名 対地速度 
対地高度 

(m) 

FOV 

(度) 

パルスレート 

(Hz) 

スキャンレート 

(Hz) 

補正値 

（角度） 備考 

C-        

ヘディングキャリブレーション 

コース名 対地速度 
対地高度 

(m) 

FOV 

(度) 

パルスレート 

(Hz) 

スキャンレート 

(Hz) 

補正値 

（角度） 備考 

C-        

標高値（測距）キャリブレーション 

コース名 対地速度 
対地高度 

(m) 

FOV 

(度) 

パルスレート 

(Hz) 

スキャンレート 

(Hz) 

補正前の較差 

（m） 備考 

C-        

 

 

 

 

 

 

 

キャリブレーションサイトの設置状況及び飛行状況 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

キャリブレーション後の標高差 

cm 
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様式第７９号 

ＵＡＶレーザシステム精度試験記録簿 

作 業 名 
 ＵＡＶレーザ 

機材名 

 年    月    日 

点検者  

キャリブレーションサイト名  

機器 機器名 機器番号 

ＵＡＶ   

ＩＭＵ   

ＧＮＳＳ   

レーザスキャナ   

離 陸 時 間 時   分 計 測 開 始 時   分 

着 陸 時 間 時   分 計 測 終 了 時   分 

 

試験用 

基準点 

番号 

試験用基準点 ＵＡＶレーザ機材の計測点 

Ｘ Ｙ 標高 点数 
標高の 

平均値 

標高の 

標準偏差 

試験用基準点の標高との比較 

較差の 

最大値 

較差の 

平均値 

ＲＭＳ誤差 

ൌ ඨ
𝛴ሺ∆𝐻ሻଶ

𝑛
 

          

          

          

          

          

          

          

          

注. 較差は、「計測点標高 –基準点標高」とする。 

ＵＡＶレーザ計測点の較差分布（各試験用基準点標高との較差） 

 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第８０号 

飛行・計測諸元計画表 

地区名  

作業機関名  

主任技術者  

項       目 パラメータ設定値 備       考 

対 地 高 度 ｍ  

計 測 高 度 ｍ  

対 地 速 度 Km/h  

コース数 コース  

コース間重複度 ％  

パルスレート Hz  

スキャン角度 度  

スキャンレート Hz  

ビーム径（地上部） ㎝  

パルスモード   

飛行方向計測点間距離 ｍ  

飛行直角方向計測点間距離 ｍ  

使用する固定局   

注 1. 計画コース図を添付する。（作業エリアに固定局を設置する場合は、コース図に固定局の場所を明示する。） 

2. 固定局に電子基準点を使用する場合は、計測範囲と電子基準点の位置関係を示した図を別途添付する。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 



 

 

 

1
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様式第８１号 

調整点・検証点・コース間点検箇所 配点図 

作業年月日  地区名  作業機関名  

 

注１.一覧図は計測範囲に適した縮尺の地形図を使用する。 

２.配点図に、計測範囲、調整点を逆三角形、検証点を正三角形、コース間点検箇所を円で明示する。 

３.また、その名称を記載する。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第８２号 

ＵＡＶレーザ計測記録簿 

地区名  作業機関名  現場責任者  操縦士  

計測年月日  離着陸場所   離陸時間 時  分 

対地高度  対地速度  

天気 気温 風速 
着陸時間 時  分 

   
計測機器名  

コース 開始時間 終了時間 コース 開始時間 終了時間 撮 影 略 図 

       

       

        

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

        

注１.コース番号は、連続の場合省略してもよい。開始時間、終了時間は最初と終了で途中のコースは省いてよい。 

２.撮影略図には計測範囲と飛行コースを記載する。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第８３号 

オリジナルデータ均一点検表 

 

地区名  
作業者  

点検者  

点名  
調整点の標高値   H=        

ｍ 

No. Ｘ Ｙ 
オリジナルデータの 

標高(Ｚ) 
備考 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

点数(n) 
  

平均値(zത) 
  

最大値 
  

最小値 
  

標準偏差＝ටఀሺ୸ି୸തሻమ

௡
 

  

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第８４号 

キャリブレーション記録簿（航空レーザ測量） 

 

直接定位装置名： 点検年月日：   年  月  日 

所 有 機 関： 点 検 機 関： 

レバーアーム測定値（実施日：    年  月  日） 

ＧＮＳＳ装置   X：         m ＩＭＵ装置 X：           m 

Y：         m            Y：           m 

Z：         m            Z：           m 

ＩＭＵ取付概略ミスアライメント角度 

Roll ：           deg  

Pitch ：           deg  

Yaw ：           deg 

キャリブレーション 

キャリブレーションサイト：          地区 

キャリブレーション方法 ：           方式（基準点：   点） 

撮 影 諸 元 

使用航空カメラ：            焦点距離：   mm 

撮影年月日：    年  月  日 

撮影縮尺：     コース数：   写真枚数（モデル数）：   枚（     モデル） 

地上ＧＮＳＳ基準局： 

概 略 撮 影 図 

 

キャリブレーション結果 

補正量(arcmin)   標準偏差(arcmin) 

tx:              sdx： 

ty:           sdy： 

tz:          sdz： 

合 否 判 定 

良 ・ 否 

 点 検 者： 

※ 判定基準：キャリブレーション結果の標準偏差が 0.5arcmin（60arcmin＝1deg）以内であること。 

 
用紙の大きさはＡ４判とする。 
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様式第８５号 

作 業 名  機  体  
年  月  日 

点検者  

キャリブレーションサイト名   

機器名              番号 

離 陸 時 間 時      分 計 測 開 始 時     分 

着 陸 時 間 時      分 計 測 終 了 時     分 

 

 

ローリングキャリブレーション 

コース名 対地速度 
対地高度 

(ft) 

ＦＯＶ 

(度) 

パルスレート 

(Hz) 

スキャンレート 

(Hz) 

補 正 値 

(角度) 
備     考 

Ｃ－        

 

 

ピッチングキャリブレーション 

コース名 対地速度 
対地高度 

(ft) 

ＦＯＶ 

(度) 

パルスレート 

(Hz) 

スキャンレート 

(Hz) 

補 正 値 

(角度) 
備     考 

Ｃ－        

 

 

ヘディングキャリブレーション 

コース名 対地速度 
対地高度 

(ft) 

ＦＯＶ 

(度) 

パルスレート 

(Hz) 

スキャンレート 

(Hz) 

補 正 値 

(角度) 
備     考 

Ｃ－        

 

 

横縮尺キャリブレーション 

コース名 対地速度 
対地高度 

(ft) 

ＦＯＶ 

(度) 

パルスレート 

(Hz) 

スキャンレート 

(Hz) 

補 正 値 

 
備     考 

Ｃ－        

 

 

標高値（測距）キャリブレーション 

コース名 対地速度 
対地高度 

(ft) 

ＦＯＶ 

(度) 

パルスレート 

(Hz) 

スキャンレート 

(Hz) 

補 正 値 

(cm) 
備     考 

Ｃ－        

 

 
キャリブレーション後の標高差 

  

cm  

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

 

航空レーザ測量システム点検記録簿 
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様式第８６号 

固 定 局 明 細 表       世界測地系（測地成果○○○○） 

ジオイド・モデル○○○○ Ver.○ 

注．電子基準点を利用した場合は作成不要とする。 
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 

 

点     名  1/2.5 万地形図名  観測者  

観測年月日  標 識 種 類  点検者  

所  在  地  

所  有  者                       連絡先 

座  標  系 平面直角座標            系 

座    標 
Ｘ ｍ  標      高 ｍ  

Ｙ ｍ  ジオイド高 ｍ  

経 緯 度 
Ｂ  

Ｌ  

電子基準点番号 
 

ＧＮＳＳ機種  解析ソフト名  

観測レート 秒 仰    角 °以上 

機 械 高 ｍ 観 測 時 間 ｈ    ｍ 

ＤＯＰ  衛 星 数 衛星 

平 面 位 置 図 観 測 写 真 

  



 

 

1
11

1
11

様式第８７号 

航 空 レ ー ザ 計 測 記 録 簿 

地 区 名  作業機関  計測士  操縦士  

計測年月日  基    地  機 体 JA 離陸時間 時      分 

高    度 
 基地標高  

速  度 
 着陸時間 時      分 

基 準 面  計測機器名       № 

気   象 天
気 

 
気
流 

 
風
向 

° 

 
風
速 

 
気
温 

° 

 
 

コース 開始時間 終了時間 偏流角 コース 開始時間 終了時間 偏流角 
 

撮 影 略 図 

        

        

        

        

        

        

        

        

コース番号は、連続の場合は省略してもよい。開始時間、終了時間は最初と終了で途中のコースは省略できる。 

偏流角も適宜省略できる。 
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第８８号 

調整点・検証点 明細表（航空レーザ測量／ＵＡＶレーザ測量） 
世界測地系（測地成果○○○○）  

ジオイド・モデル○○○○ Ver.○ 

点   名  1/2.5 万地形図名  作 業 者 
 

作業年月日 
 

座 標 系 
 

点 検 者 
 

点  名 Ｘ  ・  Ｎ Ｙ  ・  Ｅ Ｈ 

    

１／2.5 万見取図 地 上 写 真 

  

計測点図 

 

 

 
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第８９号 

点 群 デ ー タ 点 検 表 
世界測地系（測地成果○○○○） 

 

地 区 名  

作 業 者  

点 検 者  

点  名 
 

実測値 Ｈ＝              ｍ 

Ｎｏ Ｘ Ｙ Ｚ 
ΔΖ 

較差(H-Z) 
備   考 

      

      

      

      

      

      

点 数 (n) 
 

 

 

 

 

 

 

 

平  均  値 ( ∆Zതതതത ) 
 

 

最  大  値 
 

最  小  値 
 

R M S 誤 差＝ ට
∑ሺ∆୞ሻమ

୬
 

 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第９０号 

調整点調査表 

世界測地系（測地成果○○○○） 

地区名  

作 業 者  

点 検 者  

番号 点 名 水準結果 
三次元計測 

データの 

平均 

水準との差 

ΔＨ 
番号 点 名 水準結果 

三次元計測 

データの 

平均 

水準との差 

ΔＨ 

1     11     

2     12     

3     13     

4     14     

5     15     

6     16     

7     17     

8     18     

9     19     

10     20     

 

 データ数 平均値(m) 最大値(m) 最小値(m) 
最大値 

－最小値 

ＲＭＳ誤差 

＝ට∑ሺ∆ுሻమ

௡
 

計測範囲

全域の水

準との差 

      

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第９１号 

欠 測 率 調 査 表（陸部／水部） 

地区名  

作 業 者  

点 検 者  

図 名 欠測率％ 図 名 欠測率％ 図 名 欠測率％ 図 名 欠測率％ 

        

        

        

        

        

        

        

全域平均  最 小  最 大 
  

 

注１．欠測率調査票は、陸部、水部に分けて作成する。 

２．表題の「陸部／水部」は、対象としたもの以外を削除する。 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 



 

 

 

1
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様式第９２号 

調 整 点 残 差 表 

  

地区名 
 作業機関  

作 業 者  点 検 者  

点 名 
実測値 調整前 調整後 較差 

備  考 
Ｘ Ｙ Ｈ Ｘ Ｙ Ｈ Ｈ (m) 

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

 

＊ 電子計算機タイプの場合は、その用紙を使用でき

る。 

ただし、上記の内容を満足するものとする。 

調整量(m)   

最小値   

最大値   

平均値   

標準偏差   

RMS 誤差   

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第９３号 

既 存 デ ー タ 検 証 結 果 表 

  

地 区 名

（Ａ） 
 作 業 者  

隣接地区名

（Ｂ） 
 点 検 者  

図 名 
計測点数 計測点標高平均値 

較 差 備    考 

Ａ地区 Ｂ地区 Ａ地区 Ｂ地区 

       

       

       

       

       

       

       

       

 

＊ 本地区をＡ地区とし、隣接地区をＢ地区とする。 

 

最小値   

最大値   

平均値   

RMS 誤差   

 

 
用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第９４号 

成果品要求仕様書（ＵＡＶレーザ測量） 

１.作成する成果品の品目及び使用目的など 

目
的
と
用
途 

記入例 
森林部の地形の把握によって、路網の計画をしたい。 

そのために地形判読図や標高分布図が欲しいのでグリッドデータが必要。 

樹高や立木の本数も把握するため、細かな三次元点群データが必要。 

記入 
 

 

２.データ作成範囲の情報 

計
測
地
の
状
況 

項目 記入内容 記入 備考 

場所 概略の位置（住所等）   

面積 
概略の作業面積（㎡）   

形状（〇ｍ×〇ｍ）   

地形ほか 裸地、山地など   

植生状況 森林、草地など   

UAV飛行に 

関わる情報 

環境面 

航空法上の許可要否   

隣接した第三者敷地   

電波伝搬路   

運用面 
離発着場の確保   

作業車両乗入れ   

計測地内への 

第三者立入り 
人、車両など 

  

その他 

考えられる危険 

気象条件、鳥獣有無、 

機体コンパスエラー 

  

 

３.最終成果品の詳細 

品目 成果品 作成 注1 
要求精度ほか 

設定項目 要求仕様 備考 

標
準
成
果
品 

オリジナルデータ 

 要求精度 水平   

(ｍ) 標高  

評価基準 注２ ＲＭＳ誤差 

要求点密度  

（点/㎡） 

そ
の
他
の
成
果
品 

グラウンドデータ 
 

フィルタリング項目 
  

グリッドデータ 
 格子間隔   

(ｍ) 

等高線データ 
 等高線間隔   

(ｍ) 

断面図データ 
 

― 
  

基本原図データ 
 

森林地図情報レベル 
  

簡易写真地図データ 
 地上画素寸法   

(㎝) 

その他 
    

注1.作成する成果は〇、最終成果は◎、作成しないものは×を記載。いずれの場合もオリジナルデータは必須。 

注2.精度は調整点との較差を計算して求める。 

４.欠測率 

 

 

５.その他 

 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第９５号 

成果品作業仕様書（ＵＡＶレーザ測量） 

業務件名                                            作成日 

測量作業機関 

 
１.使用するＵＡＶレーザ測量システム 

Ｕ
Ａ
Ｖ
レ
ー
ザ
測
量
シ
ス
テ
ム 

機器 機器名 細目 仕様 

ＧＮＳＳアンテナ 

受信機 
 

観測間隔 

受信周波 
 

ＩＭＵ 

 
測位精度(m) 

速度精度(m/sec) 
 

  

姿勢精度(deg)  

方位精度(deg) 

出力レート 
 

レーザスキャナ   

計測精度 

最大計測距離 
 

パルスレート 

スキャンレート 
 

スキャン角度 

ビーム拡散角 
 

マルチパス  

ＵＡＶ機体  

飛行可能時間 

自動飛行機能 
 

最大飛行対地高度 

運行可能最大風速 
 

最適軌跡解析 

ソフトウェア 
   

統合解析 

ソフトウェア 
   

 

２.ＵＡＶレーザ計測に当たっての標準的な計測諸元 

計
測
諸
元 

項目 記入 備考 

対地高度(m)   

ビーム径(地上部)(㎝)   

コース間重複率   

計測点間隔(飛行方向)(㎝)   

計測点間隔(飛行直交方向)(㎝)   

コース延伸距離(m)   
 

３.調整点等の設置場所、点数及び観測と点検測量の方法 

精
度
検
証
作
業 

項目 記入 調整点の構造 設置点数 観測方法 

調整点 

を用いた検証 
水平位置と標高 

   

点検測量 

実施方法 

    

※計測計画図を添付する。 

※計測計画図には計測範囲、計測コース、基準点配点位置を明示する。 

※点検測量実施方法には以下を記載または実施計画図等を添付する。 

方法 記載する内容 

検証点の設置による点検 検証点の構造・設置点数・設置箇所・観測方法 

ＵＡＶレーザ測量による点検 点検する飛行コースと点検範囲 

横断測量による点検 横断測量の実施箇所 

他の測量による三次元点群データによる点検 三次元データの測量方法・点検方法 

用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第９６号 

  年  月  日 

   年度末                                 境 界 現 況 表                          （支）署

（所）  

境 界 標識現況 境界現況 

 

種別 

 

延長

(km) 

 

区分 

標識の種類（点）  

計 

 

予備標 

 

区分 

(km) 

(点) 

境界確定 境界測量 検測  

備 考  

石標 
ｺﾝｸﾘｰﾄ 

標 

合成樹 

脂標 

 

木標 

 

その他 

 

小計 

 

無標 

 

確定済 

 

要確定 

 

計 

 

測量済 

 

要測量 

 

計 

 

要検測 

 
第 

１ 

種 

 完  全          
延 長 

        

要 補 修          

要 改 設          
点 数 

        

計          

 

 

 

第 

２ 

種 

 

 

 

 

① 

 

 完  全          
延 長 

        

要 補 修          

要 改 設          
点 数 

        

計          

 

② 

 完  全          
延 長 

        

要 補 修          

要 改 設          
点 数 

        

計          

 

合 

計 

 完  全          
延 長 

        

要 補 修          

要 改 設          
点 数 

        

計          

                                                        （単位：点）  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
区 分 

図  根  点  現  況 

石標 コンクリート標 金属標 合成樹脂標 計 

図  根  点      

空中図根点      

注１ 境 界 の種 別 は、国 有 林 野 管 理 規 程 第 ３ 条 第 ２ 項 でいう種 別 とする。 

２ 境 界 種 別 の第 ２ 種 「 ①」 は第 ２ 種 境 界 の総 数 、第 ２ 種 「 ②」 は「 ①」 のうち、「 境 界 検 測 予 備 調 査 」 対 象 分 を内 書 で記 入 

すること。また、合 計 欄 には第 １ 種 と第 ２ 種 の「 ①」 を加 えたものを記 入 すること。   

３ 標 識 の種 類 の「 その他 」 は、天 然 岩 石 標 、固 定 地 物 標 、金 属 標 、土 管 標 、土 塚 、石 塚 等 とする。  

４ 図 根 点 又 は空 中 図 根 点 を境 界 標 と兼 用 している場 合 は、図 根 点 とせず境 界 標 とする。  

５ 境 界 確 定 の計 と境 界 測 量 の計 は一 致 する。 

６ 延 長 及 び点 数 が未 定 の箇 所 は、見 込 み数 量 を計 上 する。 

７ 境 界 確 定 の延 長 の合 計 が、前 年 に比 し ５ km以 上 の増 減 を 生 じ た 場 合 は、その主 な事 由 を 備 考 欄 に記 入 すること 。   

８ 境 界 測 量 の再 測 分 については（  ） を付 して外 書 すること。 

９ 森 林 三 角 点 は図 根 点 に含 める。 
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